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(57)【要約】
本開示は、内視鏡と併用するための凍結療法剤スプレー
デバイス等の医療デバイスの視野確保システムに関し、
可撓性内視鏡の端部に搭載するシュラウドまたはキャッ
プ形態の遠位アタッチメントを備え得る。パージ用流体
供給機構が内視鏡の長さに沿って提供され、ガス等のパ
ージ用流体が連通するためのチャネルを提供する。キャ
ップまたはシュラウドアセンブリは、パージ用流体を内
視鏡のレンズを横断して指向するように設計されるノズ
ル等のレンズ浄化流動場調節機構を組み込んでいる。レ
ンズに向かって指向されるガスは湿気をパージし、レン
ズ上の結露を回避し体液等を視野から掃出する。ガイド
によってレンズから離れるガスは、流入粒子および流体
液滴（例えば、飛散）がレンズカバーに影響を及ぼさな
いように保つ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可視化システムであって、
　レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内視鏡と、
　少なくとも部分的に、前記レンズを取り囲む、キャップと、
　パージ用流体を前記レンズに送達するためのレンズ浄化流動場調節機構であって、前記
キャップは、前記レンズの近傍における湿気の同伴を低減させるように定寸および構成さ
れる、レンズ浄化流動場調節機構と、
　を備える、可視化システム。
【請求項２】
　前記レンズ浄化流動場調節機構は、パージ用流体の角度付けられた噴流を前記レンズに
送達するように構成される、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項３】
　前記キャップは、前記パージ用流体の気相を前記レンズから離れるように実質的に遠位
方向に指向することによって、かつ前記パージ用流体の液相を前記レンズから離れるよう
に実質的に半径方向に指向することによって、前記レンズに送達される相分離されたパー
ジ用流体を指向するように構成される、前記レンズの周りに角度付けられたパーティショ
ンを含む、請求項１および２のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項４】
　前記キャップは、前記キャップの中心軸に対して半径方向に延在する軸の周りで非対称
である、請求項１および２のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項５】
　前記キャップはさらに、透明レンズを備える、請求項１－４のいずれか１項に記載の可
視化システム。
【請求項６】
　前記キャップはさらに、第２の透明レンズを備え、二重窓隔離効果を生成する、請求項
５に記載の可視化システム。
【請求項７】
　前記透明レンズは、コーティングを有する、請求項５に記載の可視化システム。
【請求項８】
　前記コーティングは、疎水性コーティング、反射防止コーティング、または両方である
、請求項７に記載の可視化システム。
【請求項９】
　前記キャップは、摩擦嵌合を提供するエラストマスリーブ、熱収縮スリーブ、または１
つもしくはそれを上回る偏向タブのうちの少なくとも１つを使用して、前記内視鏡に結合
される、請求項１－８のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項１０】
　前記キャップの外径は、１つまたはそれを上回る扇形切り欠き特徴を具備する、請求項
１－９のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項１１】
　前記内視鏡の作業チャネルの周囲の面積内に実質的液密シールを提供するための作業チ
ャネルシールをさらに備える、請求項１－１０のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項１２】
　前記レンズ浄化流動場調節機構は、前記キャップ内に提供されるノズルである、請求項
１－１１のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項１３】
　前記レンズ浄化流動場調節機構は、前記パージ用流体を前記内視鏡と統合されるパージ
用流体供給機構から受容し、前記パージ用流体の流動場を修正し、前記流動場を前記レン
ズに向かって指向する、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項１４】
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　前記キャップは、部分的に、前記内視鏡が提供される前記キャップ内の管腔を取り囲む
、請求項１２に記載の可視化システム。
【請求項１５】
　前記キャップは、完全に、前記内視鏡が提供される前記キャップ内の管腔を取り囲む、
請求項１２に記載の可視化システム。
【請求項１６】
　飛散を前記レンズから離れるように偏向するための前記キャップ内に提供される飛散偏
向ノズルをさらに備える、請求項１－１５のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項１７】
　前記レンズ浄化流動場調節機構から送達される前記パージ用流体の流動場を再指向する
ように構成される、流動偏向ガイドをさらに備える、請求項１－１６のいずれか１項に記
載の可視化システム。
【請求項１８】
　前記ガイドは、前記キャップの周界の一部の周囲の輪郭に追従する、へら形状を有する
、請求項１７に記載の可視化システム。
【請求項１９】
　前記ガイドは、前記キャップの半径方向軸から約６０度に傾斜される、上側遠位縁を有
する、請求項１７および１８のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項２０】
　前記パージ用流体は、二酸化炭素、乾燥空気、酸素、または窒素である、請求項１－１
９のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項２１】
　前記パージ用流体を前記キャップに供給するための前記内視鏡の外部のパージ用流体供
給機構をさらに備える、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項２２】
　多管腔シースの外側管腔である、パージ用流体供給機構をさらに備え、前記内視鏡は、
前記多管腔シースの内側管腔内に提供され、前記パージ用流体は、前記外側管腔を介して
、前記キャップに供給される、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項２３】
　前記内視鏡に添着される別個の管腔である、パージ用流体供給機構をさらに備える、請
求項１に記載の可視化システム。
【請求項２４】
　前記キャップの長手軸と実質的に平行に前記キャップから延在する管腔である、パージ
用流体供給機構をさらに備える、請求項１に記載の可視化システム。
【請求項２５】
　前記パージ用流体供給機構は、摩擦嵌合を提供するゴムカフ、少なくとも部分的に前記
熱収縮スリーブに沿って配置される回路を含む熱収縮スリーブ、または１つもしくはそれ
を上回る偏向タブもしくはクリップのうちの１つまたはそれを上回るものを使用して、前
記内視鏡に添着される、請求項２１、２３、および２４のいずれか１項に記載の可視化シ
ステム。
【請求項２６】
　可視化システムであって、
　レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内視鏡と、
　前記レンズを取り囲む、キャップと、
　パージ用流体を前記レンズに送達するための前記キャップ内に提供される、レンズ浄化
ノズルであって、前記キャップは、前記レンズの近傍における湿気の同伴を低減させるよ
うに定寸および構成される、レンズ浄化ノズルと、
　前記パージ用流体を前記キャップに供給するための前記内視鏡の外部のパージ用流体供
給機構と、
　を備える、可視化システム。
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【請求項２７】
　前記レンズ浄化ノズルは、パージ用流体の角度付けられた噴流を前記レンズに送達する
ように構成される、請求項２６に記載の可視化システム。
【請求項２８】
　前記パージ用流体供給機構は、多管腔シースの外側管腔であって、前記内視鏡は、前記
多管腔シースの内側管腔内に提供され、前記パージ用流体は、前記外側管腔を介して、前
記レンズ浄化ノズルに供給される、請求項２６および２７のいずれか１項に記載の可視化
システム。
【請求項２９】
　前記パージ用流体供給機構は、前記内視鏡に添着される、別個の管腔である、請求項２
６および２７のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項３０】
　前記パージ用流体供給機構は、摩擦嵌合を提供するゴムカフ、熱収縮スリーブ、または
１つもしくはそれを上回る偏向タブもしくはクリップのうちの１つまたはそれを上回るも
のを使用して、前記内視鏡に添着される、請求項２６、２７、および２９のいずれか１項
に記載の可視化システム。
【請求項３１】
　前記外側管腔は、前記キャップの近傍における前記パージ用流体の流動パターンを変化
させるための流動遷移面積を備える、請求項２８に記載の可視化システム。
【請求項３２】
　前記内視鏡の作業チャネルの周囲の面積内に実質的液密シールを提供するための作業チ
ャネルシールをさらに備える、請求項２６－３１のいずれか１項に記載の可視化システム
。
【請求項３３】
　前記内視鏡の作業チャネルから離れるように前記パージ用流体を偏向するための１つま
たはそれを上回るガイドをさらに備える、請求項２６－３２のいずれか１項に記載の可視
化システム。
【請求項３４】
　前記レンズ浄化ノズルと対向する前記キャップ内の開口部をさらに備える、請求項２６
－３３のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項３５】
　前記キャップの長手軸と実質的に平行に前記キャップから遠位に延在する管腔である、
前記レンズ浄化ノズルと対向する前記キャップ内の開口部をさらに備える、請求項２６－
３４のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項３６】
　前記ガイドのうちの少なくとも１つは、前記キャップの周界の一部の周囲の輪郭に追従
する、へら形状を有する、請求項３３に記載の可視化システム。
【請求項３７】
　前記ガイドのうちの少なくとも１つは、前記キャップの半径方向軸から約６０度に傾斜
される、上側遠位縁を有する、請求項３３および３６のいずれか１項に記載の可視化シス
テム。
【請求項３８】
　可視化システムであって、
　レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内視鏡と、
　前記レンズを取り囲む、キャップと、
　パージ用流体を前記レンズに送達するための前記キャップ内に提供されるレンズ浄化ノ
ズルであって、前記パージ用流体を前記内視鏡と統合されるパージ用流体供給機構から受
容し、前記パージ用流体の流動場を修正し、前記流動場を前記レンズに向かって指向する
、レンズ浄化ノズルと、
　を備える、可視化システム。
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【請求項３９】
　前記レンズ浄化ノズルと対向する前記キャップ内の開口部をさらに備える、請求項３８
に記載の可視化システム。
【請求項４０】
　前記キャップはさらに、前記内視鏡が辺縁を越えて遠位に並進しないように、内側辺縁
を前記キャップの遠位端に備える、請求項３８および３９のいずれか１項に記載の可視化
システム。
【請求項４１】
　可視化システムであって、
　レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内視鏡と、
　前記レンズを取り囲む、キャップと、
　パージ用流体を前記レンズに送達するために前記キャップ内に提供される、レンズ浄化
流動場調節機構と、
　前記レンズ上の結露が加熱要素を伴わずに前記パージ用流体に供給する場合と比較して
低減されるように、前記内視鏡およびパージ用流体のいずれかまたは両方を加熱するため
の加熱要素と、
　を備える、可視化システム。
【請求項４２】
　前記レンズ浄化流動場調節機構は、前記パージ用流体の角度付けられた噴流を前記レン
ズに送達するように構成される、１つまたはそれを上回るノズルである、請求項４１に記
載の可視化システム。
【請求項４３】
　前記パージ用流体は、埋設されたフィラーを伴う壁を有する供給管を通して前記キャッ
プに供給され、前記加熱要素は、前記埋設されたフィラーを通してエネルギーを提供する
、前記供給管の周囲に巻着された加熱要素である、請求項４１および４２のいずれか１項
に記載の可視化システム。
【請求項４４】
　前記加熱要素は、前記内視鏡を加熱するように構成される、請求項４１－４３のいずれ
か１項に記載の可視化システム。
【請求項４５】
　前記加熱要素と連通する、１つまたはそれを上回るセンサおよび電力供給源をさらに備
え、それによって、前記センサは、フィードバックを前記電力供給源に提供し、前記加熱
要素への電力を制御する、請求項４１－４４のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項４６】
　前記加熱要素と前記レンズおよび前記パージ用流体を前記キャップに供給するための供
給ラインの一方または両方との間の熱インピーダンスを低減させる、１つまたはそれを上
回る熱インターフェース材料をさらに含む、請求項４１－４５のいずれか１項に記載の可
視化システム。
【請求項４７】
　前記キャップは、前記加熱要素を患者から断熱し、前記加熱要素の外部表面上の安全暴
露温度を維持するように構成される、請求項４１－４６のいずれか１項に記載の可視化シ
ステム。
【請求項４８】
　可視化システムであって、
　レンズを有する、内視鏡と、
　カテーテルを受容するように構成される、前記内視鏡の周囲の外部作業チャネルであっ
て、
　断熱を提供する、シールされた空気チャネルまたは減圧間隙のうちの少なくとも１つと
、
　前記外部作業チャネルへの汚染物アクセスを限定するように構成される、遠位シール特
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徴と、
　を備える、外部作業チャネルと、
　を備える、可視化システム。
【請求項４９】
　前記レンズを取り囲む、キャップと、
　パージ用流体の角度付けられた噴流を前記レンズに送達するための前記キャップ内に提
供されるレンズ浄化ノズルであって、前記キャップは、前記レンズの近傍における湿気の
同伴を低減させるように定寸および構成される、レンズ浄化ノズルと、
　をさらに備える、請求項４８に記載の可視化システム。
【請求項５０】
　前記外部作業チャネルは、前記内視鏡にわたって嵌合する、多管腔シース内に提供され
る、請求項４８および４９のいずれか１項に記載の可視化システム。
【請求項５１】
　前記外部作業チャネルは、熱収縮スリーブまたは１つもしくはそれを上回る偏向タブも
しくはクリップのうちの少なくとも１つを使用して、前記内視鏡に添着される、請求項４
８に記載の可視化システム。
【請求項５２】
　可視化システムであって、
　レンズを有する、内視鏡と、
　前記内視鏡を少なくとも部分的に被覆する、キャップと、
　加熱シースまたはラップであって、
　前記内視鏡の外径もしくは前記内視鏡の面の直接加熱、または
　前記キャップとの統合による間接加熱
　のうちの１つまたはそれを上回るものを提供する、加熱シースまたはラップと、
　を備える、可視化システム。
【請求項５３】
　可視化システムであって、
　レンズを有する、内視鏡と、
　カテーテルと、
　前記カテーテルの外部表面への対流、伝導、または放射のうちの１つまたはそれを上回
るものを低減させるための可撓性カテーテル減圧外被と、
　を備える、可視化システム。
【請求項５４】
　可視化システムであって、
　レンズを有する、内視鏡と、
　前記レンズ上の結露が低減されるように、前記内視鏡およびパージ用流体のいずれかま
たは両方を加熱するための加熱要素と、
　を備える、可視化システム。
【請求項５５】
　前記加熱要素は、加熱または室温パージ用流体を前記レンズに提供するキャップまたは
シュラウドと併用されるように構成される、請求項５４に記載の可視化システム。
【請求項５６】
　前記キャップまたはシュラウドは、外部隔離を前記加熱要素に提供する、請求項５５に
記載の可視化システム
【請求項５７】
　前記内視鏡は、気管支鏡であって、前記システムはさらに、前記気管支鏡の作業チャネ
ルを通して使用されるべきツールとして、凍結療法剤スプレーカテーテルを備える、前記
請求項のいずれか１項に記載の可視化システム
【請求項５８】
　前記パージ用流体供給機構は、熱収縮スリーブを使用して、前記内視鏡に添着され、前
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記スリーブは、少なくとも部分的に前記スリーブに沿って配置され、自己収縮熱効果を前
記スリーブに提供する、回路を含む、請求項９に記載の可視化システム
【請求項５９】
　前記キャップは、前記キャップの中心軸に対して半径方向に延在する軸の周りで対称で
ある、請求項１および２のいずれか１項に記載の可視化システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権
　本願は、２０１６年４月２７日に出願された米国仮特許出願番号第６２／３２８，０４
４号に基づく米国特許法第１１９条の下の優先権の利益を主張しており、この仮特許出願
は、その全体が、そしてすべての目的のために参考として援用される。
【０００２】
発明の分野
　本発明は、医療デバイスのための、特に、内視鏡および凍結療法剤スプレーデバイスの
ための視野確保システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
背景
　内視鏡、ビデオ、または光ファイバの主要目的は、診査、診断、または介入手技のいず
れかのための解剖学的管腔の可視化を提供することである。可視性は、電荷結合素子（Ｃ
ＣＤ）カプセルまたは光ファイバレンズカバー等の撮像デバイスを含む、内視鏡の遠位先
端が、遮断されるようになるときに損なわれ得る。この妨害は、以下のいくつかのプロセ
スのいずれかから生じ得る：室温の内視鏡が、レンズカバーより高い露点を伴うガスを含
む温くて湿った体腔もしくは管腔の中に導入され、湿気をレンズ上に結露もしくは「霧状
化」させる（可視性が深刻に制限されるようになる、ホワイトアウト条件を生じさせ得る
）、または液滴をレンズカバー上に衝突もしくは蓄積させる（飛散）；体液が、ナビゲー
ションの間、もしくは、とりわけ、スプレー凍結療法、超音波切断、送気中に存在するも
の等の流動場擾乱の結果、レンズカバーと接触される；または標的管腔内の霧滴（凍結療
法剤）または煙（切断／熱アブレーション）が、組織への視覚的経路を妨害する。
【０００４】
　いくつかの製品が、現在、前述の問題に対処する試みとして市販されている。１つの種
類の製品は、布、スポンジ、または浴を介してレンズカバーに塗布される、界面活性剤か
ら成る、「曇り防止」溶液として市販されている。界面活性剤に関する作用機序は、レン
ズカバー上の結露または飛散に起因して形成される液滴の表面張力を破壊し、流体をより
均一なフィルムに拡散させ、視覚的減損を低減させることである。しかしながら、そのよ
うな界面活性剤は、典型的には、レンズ飛散に対して保護を提供せず、さらに、定期的に
再塗布されなければならない（潜在的に、内視鏡が手技が完了する前に患者から除去され
ることを要求する）。
【０００５】
　別の種類の市販されている製品は、患者挿入に先立って、内視鏡を予熱し、レンズカバ
ー上への湿気の結露を回避する。商業用デバイスは、発熱性化学反応を通してエネルギー
を送達する、加温パックと、挿入に先立って、予熱し、曇り防止溶液を予熱および塗布す
るための界面活性剤の加熱された浴とから成る。いくつかのそのような製品もまた、界面
活性剤浴が残骸を除去するために使用されることを求める一方、その他は、加温チャンバ
を使用して、マイクロファイバ布で払拭し、加熱するために、内視鏡を受け入れるが、い
ずれの場合も、内視鏡は、熱を印加する、払拭を受ける、または界面活性剤を塗布するた
めに、患者から除去される必要がある。
【０００６】
　さらに、いくつかの製品は、内視鏡撮像システムに適用されるキャップを提供する。例
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は、Ｏｌｙｍｐｕｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｔｏｋｙｏ，　Ｊａｐａｎ）による種々
の遠位キャップおよびＢａｒｒｘ　Ｍｅｄｉｃａｌ（Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，　Ｃａｌｉｆ
ｏｒｎｉａ（現Ｍｅｄｔｒｏｎｉｃ（Ｆｒｉｄｌｅｙ，　Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ））による
Ｈａｌｏ　Ｃａｐを含む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
要旨
　本開示による例示的実施形態は、可撓性内視鏡（例えば、胃内視鏡または気管支鏡）の
端部に搭載する、キャップまたはシュラウドの形態の遠位アタッチメントを提供する。キ
ャップの実施形態は、内視鏡の端部における視覚的性質を改良するための湿気および汚染
物パージ用流体をキャップに送達するための種々の機構を提供する。例えば、一実施形態
では、管類は、内視鏡の長さに沿って提供され、内視鏡先端と外部流体供給との間で流体
連通する流体チャネルを提供してもよい。別の実施形態では、供給流体はまた、利用可能
な場合、内部濯洗チャネルを通して経路指定されてもよい。
【０００８】
　キャップおよびシュラウドアセンブリは、温かい（例えば、室温またはより高い）パー
ジ用流体をレンズを横断して分散させるように設計される、ノズル等の１つまたはそれを
上回るレンズ浄化流動場調節機構を組み込んでもよい。他の流動パージ用機構は、パージ
用流体を指向し、レンズから離れたある角度で飛散を偏向するように設計される。いくつ
かの実施形態では、ノズル以外の特徴が、ノズル噴射または流動誘導効果を生成してもよ
い。レンズ浄化流動場調節機構は、パージ用流体の流動を修正または調節してもよい。レ
ンズを横断して、かつそれに向かって指向される、流体は、湿気をパージし、レンズ上の
結露を回避し、残骸および体液を視野から掃出する。パージ用流体の熱は、レンズを周囲
露点温度を上回って保つことによって、結露を防止し得る。レンズから離れるように指向
される流体は、流入粒子および流体液滴を偏向し、レンズカバーに及ぶ影響を回避する目
的を果たす。キャップまたはシュラウドの実施形態は、治療されている体腔または管腔か
らの湿った空気の同伴を回避するように設計される。
【０００９】
　遠位キャップアタッチメントは、いくつかの目的を果たす。例えば、アタッチメントは
、湿気のある内視鏡レンズカバーに隣接する空間をパージし、結露を回避する。さらに、
キャップは、残骸を内視鏡レンズカバーから一掃し、流入物質（飛散）を偏向し、視覚を
不明瞭にし得る、レンズ上の影響および蓄積を回避する。キャップはまた、障壁として作
用し、内視鏡挿入の間、組織または粘膜がレンズを遮断しないように防止することができ
る。遠位アタッチメントが凍結療法用途において採用される内視鏡上に提供される場合、
遠位アタッチメントはまた、内視鏡の遠位先端を加温する役割を果たすことができる。
【００１０】
　キャップの実施形態は、流動をレンズおよび／またはドレインに向かって、もしくはカ
テーテルから離れるように指向する、偏向する、または循環させるために、レンズ浄化流
動場調節機構に近接してキャップの縁から、またはその周囲に延在する、１つまたはそれ
を上回るガイドを含んでもよい。ガイドは、多くの形状をとり、曲線および傾斜等のパー
ジ用流体のための所望の経路を生成してもよい。ガイドはまた、例えば、遠位渦等、乱流
をキャップおよびの内視鏡の遠位端の遠位に指向および誘発し、さらに、障害のある視認
面積を一掃するか、または一掃した状態を保ち得る。ガイドは、キャップに沿って近位に
延在し、能動的におよび／または受動的にパージ用流体を通気する、管腔を含んでもよい
。
【００１１】
　キャップの実施形態は、内視鏡の作業チャネルの周りに配置されるシールを含み、流体
が内視鏡の作業チャネルに流入しないように阻止もしくは防止されるように、またはカテ
ーテルが望ましくなく作業チャネル内の周囲に移動しないように、カテーテルまたは他の
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ツールのための実質的液密嵌合を生成してもよい。
【００１２】
　可視化システムの実施形態は、多管腔シースの外側管腔である、パージ用流体供給機構
を含んでもよい。内視鏡は、多管腔シースの内側管腔の中に摺動してもよく、パージ用流
体は、外側管腔を介して、レンズ浄化ノズルに供給されてもよい。パージ用流体供給機構
は、内視鏡の外側に取り付けられる、独立供給ラインまたは管であってもよい。
【００１３】
　本システムの実施形態は、内視鏡を電気的に加熱する、１つまたはそれを上回る可撓性
印刷回路等の加熱要素、レンズ、および／または結露／凍結温度を回避するためのパージ
用流体供給機構を含んでもよい。加熱要素は、キャップに到達すると、パージ用流体が適
正に加熱されるように、内視鏡および／またはパージ用流体供給機構の長さに沿って延設
されてもよい。本システムのデバイスは、治療の前、治療の間、または治療と治療の間に
熱処理されてもよい。加熱はまた、加熱シース、加熱ラップ、またはインラインヒータに
よって行われてもよい。種々のタイプの隔離材料が、システム内に組み込まれてもよい。
加熱要素のためのセンサおよび電力供給源が、フィードバック制御のために含まれてもよ
い。
【００１４】
　可視化システムの実施形態は、レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内
視鏡を含んでもよい。キャップは、少なくとも部分的に、レンズを取り囲んでもよい。キ
ャップを伴うシステムは、パージ用流体をレンズに送達するためのレンズ浄化流動場調節
機構を含んでもよく、キャップは、レンズの近傍における湿気の同伴を低減させるように
定寸および構成される。レンズ浄化流動場調節機構は、パージ用流体の角度付けられた噴
流をレンズに送達するように構成されてもよい。キャップは、キャップの中心軸に対して
半径方向に延在する軸の周りで対称であってもよい。キャップは、キャップの中心軸に対
して半径方向に延在する軸の周りで非対称であってもよい。キャップは、パージ用流体の
気相をレンズから離れるように実質的に遠位方向に指向することによって、かつパージ用
流体の液相をレンズから離れるように実質的に半径方向に指向することによって、レンズ
に送達される相分離されたパージ用流体を指向するように構成される、レンズの周りに角
度付けられたパーティションを含んでもよい。キャップはさらに、透明レンズを備えても
よい。キャップはさらに、第２の透明レンズを備え、二重窓隔離効果を生成してもよい。
透明レンズは、コーティングを有してもよい。透明レンズのコーティングは、疎水性コー
ティング、反射防止コーティング、または両方であってもよい。キャップは、摩擦嵌合を
提供するエラストマスリーブ、熱収縮スリーブ、または１つもしくはそれを上回る偏向タ
ブのうちの少なくとも１つを使用して、内視鏡に結合されてもよい。パージ用流体供給機
構は、熱収縮スリーブを使用して、内視鏡に添着されてもよく、スリーブは、少なくとも
部分的に、スリーブに沿って配置され、自己収縮熱効果をスリーブに提供する、回路を含
む。キャップの外径は、１つまたはそれを上回る扇形切り欠き（ｓｃａｌｌｏｐｅｄ）特
徴を具備してもよい。システムは、内視鏡の作業チャネルの周囲の面積内に実質的液密シ
ールを提供するための作業チャネルシールを含んでもよい。レンズ浄化流動場調節機構は
、キャップ内に提供される、ノズルであってもよい。レンズ浄化流動場調節機構は、パー
ジ用流体を内視鏡と統合されるパージ用流体供給機構から受容し、パージ用流体の流動場
を修正し、流動場をレンズに向かって指向してもよい。キャップは、部分的に、内視鏡が
提供されるキャップ内の管腔を取り囲んでもよい。キャップは、完全に、内視鏡が提供さ
れるキャップ内の管腔を取り囲んでもよい。キャップは、飛散をレンズから離れるように
偏向するためのキャップ内に提供される飛散偏向ノズルを含んでもよい。システムは、レ
ンズ浄化流動場調節機構から送達されるパージ用流体の流動場を再指向するように構成さ
れる、流動偏向ガイドを含んでもよい。パージ用流体は、二酸化炭素、乾燥空気、酸素、
または窒素であってもよい。システムは、パージ用流体をキャップに供給するための内視
鏡の外部のパージ用流体供給機構を含んでもよい。パージ用流体供給機構は、多管腔シー
スの外側管腔であってもよく、内視鏡は、多管腔シースの内側管腔内に提供され、パージ
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用流体は、外側管腔を介して、キャップに供給される。パージ用流体供給機構は、内視鏡
に添着される、別個の管腔であってもよい。パージ用流体供給機構は、キャップの長手軸
と実質的に平行にキャップから延在する、管腔であってもよい。パージ用流体供給機構は
、摩擦嵌合を提供するゴムカフ、熱収縮スリーブ、または１つもしくはそれを上回る偏向
タブもしくはクリップのうちの１つまたはそれを上回るものを使用して、内視鏡に添着さ
れてもよい。
【００１５】
　可視化システムの実施形態は、レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内
視鏡を含んでもよい。キャップは、レンズを取り囲んでもよい。レンズ浄化ノズルは、パ
ージ用流体をレンズに送達するためのキャップ内に提供されてもよく、キャップは、レン
ズの近傍における湿気の同伴を低減させるように定寸および構成される。パージ用流体供
給機構は、パージ用流体をキャップに供給するための内視鏡の外部にあってもよい。レン
ズ浄化ノズルは、パージ用流体の角度付けられた噴流をレンズに送達するように構成され
てもよい。パージ用流体供給機構は、多管腔シースの外側管腔であってもよく、内視鏡は
、多管腔シースの内側管腔内に提供され、パージ用流体は、外側管腔を介して、レンズ浄
化ノズルに供給される。パージ用流体供給機構は、内視鏡に添着される、別個の管腔であ
ってもよい。パージ用流体供給機構は、摩擦嵌合を提供するゴムカフ、熱収縮スリーブ、
または１つもしくはそれを上回る偏向タブもしくはクリップのうちの１つまたはそれを上
回るものを使用して、内視鏡に添着されてもよい。多管腔シースの外側管腔は、キャップ
の近傍におけるパージ用流体の流動パターンを変化させるための流動遷移面積を含んでも
よい。システムは、内視鏡の作業チャネルの周囲の面積内に実質的液密シールを提供する
ための作業チャネルシールを含んでもよい。システムは、パージ用流体を内視鏡の作業チ
ャネルから離れるように偏向するための１つまたはそれを上回るガイドを含んでもよい。
キャップは、レンズ浄化ノズルと対向するキャップ内の開口部を含んでもよい。キャップ
内の開口部は、キャップの長手軸と実質的に平行にキャップから遠位に延在する管腔であ
ってもよい。ガイドは、キャップの周界の一部の周囲の輪郭に追従する、へら形状を有し
てもよい。ガイドは、キャップの半径方向軸から近位に約６０度に傾斜される、上側遠位
縁を有してもよい。
【００１６】
　可視化システムの実施形態は、レンズおよびツールのための作業チャネルを有する、内
視鏡を含んでもよい。システムは、レンズを取り囲む、キャップと、パージ用流体をレン
ズに送達するためにキャップ内に提供される、レンズ浄化流動場調節機構とを含んでもよ
い。システムは、加熱要素を伴わないパージ用流体の供給と比較して、レンズ上の結露が
低減されるように、内視鏡およびパージ用流体のいずれかまたは両方を加熱するための加
熱要素を含んでもよい。レンズ浄化流動場調節機構は、パージ用流体の角度付けられた噴
流をレンズに送達するように構成される、１つまたはそれを上回るノズルであってもよい
。パージ用流体は、埋設されたフィラーを伴う壁を有する供給管を通して、キャップに供
給されてもよい。加熱要素は、埋設されたフィラーを通してエネルギーを提供する、供給
管の周囲に巻着された加熱要素であってもよい。加熱要素は、内視鏡を加熱するように構
成されてもよい。１つまたはそれを上回るセンサおよび電力供給源が、加熱要素と連通し
てもよく、それによって、センサは、フィードバックを電力供給源に提供し、加熱要素へ
の電力を制御する。１つまたはそれを上回る熱インターフェース材料は、加熱要素とレン
ズおよびパージ用流体をキャップに供給するための供給ラインの一方または両方との間の
熱インピーダンスを低減させ得る。キャップは、加熱要素を患者から断熱し、加熱要素の
外部表面上の安全暴露温度を維持するように構成されてもよい。
【００１７】
　可視化システムの実施形態は、レンズを有する、内視鏡と、カテーテルを受容するよう
に構成される、内視鏡の周囲の外部作業チャネルとを含んでもよい。外部作業チャネルは
、断熱を提供する、シールされた空気チャネルまたは減圧間隙のうちの少なくとも１つと
、外部作業チャネルへの汚染物アクセスを限定するように構成される、遠位シール特徴と
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を備えてもよい。システムは、レンズを取り囲む、キャップと、パージ用流体の角度付け
られた噴流をレンズに送達するためのキャップ内に提供されるレンズ浄化ノズルであって
、キャップは、レンズの近傍における湿気の同伴を低減させるように定寸および構成され
る、レンズ浄化ノズルとを含んでもよい。外部作業チャネルは、内視鏡にわたって嵌合す
る、多管腔シース内に提供されてもよい。外部作業チャネルは、熱収縮スリーブまたは１
つもしくはそれを上回る偏向タブもしくはクリップのうちの少なくとも１つを使用して、
内視鏡に添着されてもよい。外部作業チャネルは、薄いリブによって分離される、減圧化
された管腔を含んでもよい。
【００１８】
　可視化システムの実施形態は、レンズを有する、内視鏡と、内視鏡を少なくとも部分的
に被覆する、キャップと、加熱シースまたはラップとを含んでもよい。加熱シースまたは
ラップは、内視鏡の外径もしくは内視鏡の面の直接加熱またはキャップとの統合による間
接加熱のうちの１つまたはそれを上回るものを提供してもよい。
【００１９】
　可視化システムの実施形態は、レンズを有する、内視鏡と、カテーテル、およびカテー
テルの外部表面への対流、伝導、または放射のうちの１つまたはそれを上回るものを低減
させるための可撓性カテーテル減圧外被（ジャケット）とを含んでもよい。
【００２０】
　可視化システムの実施形態は、レンズを有する、内視鏡と、レンズ上の結露が低減され
るように、内視鏡およびパージ用流体のいずれかまたは両方を加熱するための加熱要素と
を含んでもよい。加熱要素は、キャップまたはシュラウドと併用され、加熱または室温パ
ージ用流体をレンズに提供するように構成されてもよい。キャップまたはシュラウドは、
外部隔離を加熱要素に提供してもよい。内視鏡は、気管支鏡であってもよく、本システム
はさらに、気管支鏡の作業チャネルを通して使用されるべきツールとして、凍結療法剤ス
プレーカテーテルを備えてもよい。
【００２１】
　他の実施形態もまた、説明および請求される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１Ａ－１Ｂは、本開示のある実施形態による、キャップと、スリーブと、パー
ジ用流体供給機構とを採用する、可視化システムを描写する。
【図２】図２Ａ－２Ｄは、本開示のある実施形態による、クリップの種々の図を描写する
。
【図３】図３Ａ－３Ｃは、本開示のある実施形態による、キャップと、流動遷移シースと
、パージ用流体供給機構とを含む、可視化システムの種々の図を描写する。
【図４】図４Ａ－４Ｄは、本開示のある実施形態による、キャップの種々の図を描写する
。
【図５】図５Ａ－５Ｄは、本開示の別の実施形態による、キャップの種々の図を描写する
。
【図６Ａ】図６Ａ－６Ｃは、本開示の実施形態による、組み立てられた可視化システムの
種々の図を描写する。
【図６Ｂ】図６Ａ－６Ｃは、本開示の実施形態による、組み立てられた可視化システムの
種々の図を描写する。
【図６Ｃ】図６Ａ－６Ｃは、本開示の実施形態による、組み立てられた可視化システムの
種々の図を描写する。
【図７】図７は、本開示のある実施形態による、加熱システムを描写する。
【図８】図８は、本開示のある実施形態による、カテーテル減圧外被を描写する。
【図９】図９は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、例示
的凍結外科手術システムの斜視図を描写する。
【図１０】図１０は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
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例示的凍結外科手術システムの内部の斜視図を描写する。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得
る、例示的凍結外科手術システムの凍結療法剤貯蔵、送達、および圧力制御装置を示す概
略図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得
る、例示的凍結外科手術システムの凍結療法剤貯蔵、送達、および圧力制御装置を示す概
略図である。
【図１２】図１２は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的半径方向スプレーカテーテルの等角図を描写する。
【図１３】図１３は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的凍結療法剤スプレーカテーテルの側面図を描写する
。
【図１４】図１４は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的凍結療法剤スプレーカテーテル構造の側面図を描写
する。
【図１５】図１５は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的凍結療法剤スプレーカテーテル用のバヨネットコネ
クタを伴う、断熱材およびコネクタ筐体面積を描写する。
【図１６】図１６は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的凍結療法剤スプレーカテーテルのためのＳ字湾曲セ
ンタリング特徴を描写する。
【図１７】図１７は、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得る、
凍結外科手術システムのための例示的凍結療法剤スプレーカテーテルを伴う内視鏡を通し
て視認されるようなＳ字湾曲センタリング特徴および軸方向線を描写する。
【図１８Ａ】図１８Ａは、本開示の実施形態による、可視化システムを備えて採用され得
る、例示的凍結外科手術システムの凍結外科手術システムの一部の接近図を含む斜視図を
描写する。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、本開示のある実施形態による、採用され得る、可視化システム
を備える例示的凍結外科手術システムを描写する。
【図１９Ａ】図１９Ａ－１９Ｅは、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図１９Ｂ】図１９Ａ－１９Ｅは、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図１９Ｃ】図１９Ａ－１９Ｅは、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図１９Ｄ】図１９Ａ－１９Ｅは、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図１９Ｅ】図１９Ａ－１９Ｅは、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図２０Ａ】図２０Ａ－２０Ｃは、本開示の別の実施形態による、キャップを描写する。
【図２０Ｂ】図２０Ａ－２０Ｃは、本開示の別の実施形態による、キャップを描写する。
【図２０Ｃ】図２０Ａ－２０Ｃは、本開示の別の実施形態による、キャップを描写する。
【図２１】図２１Ａ－２１Ｃは、本開示のさらなる実施形態による、キャップを描写する
。
【図２２】図２２Ａ－２２Ｂは、本開示のある実施形態による、キャップおよびクリップ
を描写する。
【図２３】図２３Ａ－２３Ｃは、本開示のある実施形態による、多管腔シースおよびキャ
ップを描写する。
【図２４】図２４は、本開示のある実施形態による、キャップを描写する。
【図２５】図２５Ａおよび２５Ｂは、本開示の別の実施形態による、キャップを描写する
。
【図２６】図２６は、本開示のさらに別の実施形態による、キャップを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
詳細な説明
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　本開示の範囲内である、本明細書または別様に説明される、種々の実施形態は、可視化
システムを含む。本システムは、流動場を提供し、湿気を内視鏡のレンズに隣接する空間
からパージする、レンズ浄化流動場調節機構を含む。本システムは、湿った流体同伴を最
小限にし、また、流入粒子または体液を偏向し得る、内視鏡のためのシュラウドおよび／
またはキャップアタッチメントを組み込む。用語「レンズ」は、内視鏡の遠位端（共通軸
またはＣＣＤに沿って配列され得る、１つまたは一連のレンズ等）の画像捕捉デバイスお
よび／または光学デバイスのための透明保護カバーまたはスクリーンの一部として、光学
デバイスを含むものとして理解されたい。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、ガス等のパージ用流体が、ノズル等のレンズ浄化流動場調節
機構からレンズに導入され、粒子または流体をレンズカバーから一掃する。ノズル等の機
構は、異なる方法において、パージ用流体の流動場を修正および指向するように構成され
てもよい。いくつかの実施形態では、二次ノズルが、流入粒子および流体がレンズアセン
ブリから離れるように偏向され得るように指向される。さらなる実施形態では、ガスとし
てのパージ用流体は、内視鏡の濯洗チャネルを通して供給されてもよく、キャップは、レ
ンズ浄化効果を改良し、液体をキャップから排出し（時として、相分離機構を介して）、
および／またはガスをレンズカバーから離れるように長手方向に偏向し、ガス緩衝または
障壁を提供するために、ガスの流動を修正するか、指向するか、検出するか、または循環
させてもよい。
【００２５】
　種々の実施形態はまた、加熱要素を組み込み、パージ用流体を体温または若干高温にお
いて提供してもよい。加熱を内視鏡先端に提供することは、凍結療法手技、特に、凍結療
法剤スプレー技法に特有の状態である、レンズと接触した結露ならびに結露および体液の
凍結を回避するために必要とされる。加えて、凍結療法に特有ではないが、内視鏡先端を
加熱することは、レンズを周囲露点温度を上回って保つことによって、結露を防止し得る
。他の実施形態は、電気加熱要素を、例えば、遠位シュラウドまたはキャップを内視鏡に
接続するスリーブ内に組み込んでもよい。ある場合には、センサおよび電力供給源が、含
まれ、内視鏡先端のフィードバック制御式温度調整を提供してもよい。
【００２６】
　可視化システムの例示的実施形態は、特に、内視鏡凍結療法手技、特に、スプレー凍結
療法を伴う用途に非常に好適であり得る。これらの側面および利点はそれぞれ、以下によ
り詳細に説明される。
【００２７】
可視化システム
【００２８】
　種々の実施形態では、可視化システムは、レンズ浄化流動場調節機構を伴う、遠位キャ
ップを含む。機構は、流動場を生成および調節するための１つまたはそれを上回るノズル
を含んでもよい。いくつかのノズルは、ガス状窒素、乾燥空気、酸素、または二酸化炭素
噴流等のレンズにパージ用流体の角度付けられた噴流をキャップが取り付けられる内視鏡
の遠位端に送達するように構成されてもよい。パージ用流体およびノズルは、種々の方法
においてキャップ内に構成され、レンズカバーを取り囲むガスからの湿気をパージし、液
体をレンズカバーから一掃し、流入飛散、微粒子、および曇り流体を力学に偏向すること
によって、レンズ上の結露を防止してもよい。
【００２９】
　遠位キャップアタッチメントの実施形態は、いくつかの形態をとってもよい。例えば、
図１Ａおよび１Ｂは、キャップの中心軸に対して半径方向に延在する軸の周りで非対称で
ある、遠位キャップ１０２を描写する。キャップは、シュラウド部分１１６がカテーテル
１２４および／または内視鏡１１２の遠位部分の一部のみを取り囲む、内視鏡１１２を取
り囲む熱収縮または摩擦スリーブ１２６に接続される。非対称は、他の目的の中でもとり
わけ、レンズ１１０および内視鏡１１２の遠位端を横断するガス流出面積の遮断を最小限
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にし、パージ用流体の流動を遮断するキャップ１０２の外形を低減させる役割を果たす。
ガスとしてのパージ用流体は、内視鏡１１２の外側の周囲の患者の身体の側面に通気し得
る。
【００３０】
　図１Ａは、２つのノズル、すなわち、内視鏡１１２のレンズカバー１１０に向かって指
向される、レンズ浄化ノズル１０４と、流入飛散、微粒子、および曇りを偏向するために
、キャップの中心軸に対してある角度でレンズ１１０から外へとそこから離れるように指
向される、飛散偏向ノズル１１８とを含む、レンズ浄化流動場調節機構を伴う、キャップ
１０２を描写する。０o角度（遠位に向いており、キャップの中心軸と実質的に整合され
る）からノズル１１８と内視鏡１１２の縁との間の視線を捕捉する角度までの任意の範囲
の角度の利点が、存在し得る。図１Ａは、内視鏡に影響を及ぼさないよう飛散が殆ど逸脱
されないように、キャップ１０２の中心軸から約１３５oの角度に配向される、ノズル１
１８を描写する。可視化システムは、特定の用途に応じて、ゼロまたはそれを上回るレン
ズ浄化ノズル１０４と、ゼロまたはそれを上回る飛散偏向ノズル１１８とを利用してもよ
い。作業チャネル１２２は、凍結外科手術ツール等のツールが、カテーテル１２４を介し
て、可視化システムの近傍に展開されることを可能にする。
【００３１】
　図１Ｂは、内視鏡１１２の遠位端における定位置にあるが、スリーブ１２６から接続解
除されている、キャップ１０２を図示する。本実施形態では、内視鏡１１２の長さに沿っ
た単一管腔供給管またはラインである、パージ用流体供給機構１０６は、パージ用流体の
ためのキャップ１０２を介した内視鏡先端へのチャネルを提供する。パージ用流体供給機
構１０６は、室温または加熱され得る、ガス等の流体と流体連通する。パージ用流体供給
機構１０６は、内視鏡１１２に沿ったスリーブ１２６の管腔内に配置される。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、飛散偏向ノズルおよびレンズ浄化ノズルは両方とも、図１Ａ
および１Ｂに示されるように、遠位キャップ、例えば、キャップ１０２に接続されるパー
ジ用流体供給機構（例えば、図１Ｂにおける単一管腔給送管）を介して、パージ用流体を
提供される。パージ用流体供給機構は、クリップを使用して、１つまたはそれを上回る点
において内視鏡に固着されてもよい。本目的に好適な例示的クリップ２００は、図２Ａ－
２Ｄに描写される。示されるように、クリップ２００は、第１のＣ形状の部分２０２を含
み、内視鏡１１２を受け入れ、その上にクリップ留めする。クリップ２００は、第２のＣ
形状の部分２０４を含み、パージ用流体供給機構１０６を受け入れ、その上にクリップ留
めする。１つまたはそれを上回るクリップが、パージ用流体供給機構を内視鏡の長さに沿
って延設させるために使用されてもよい。
【００３３】
　キャップおよび／またはパージ用流体供給機構は、いくつかの方法において、内視鏡に
接続されてもよい。例えば、これらの要素は、熱収縮接続スリーブを介して、内視鏡に接
続されてもよい。いくつかの実施形態では、回路およびバッテリが、可視化システムの中
に統合され、いくつかの実施形態では、熱収縮接続スリーブが、その独自の熱を発生させ
、事実上、自己収縮することを可能にしてもよい。代替として、または加えて、熱収縮ス
リーブは、ヒートガンを用いて、外部から加熱されてもよい。他の実施形態では、キャッ
プおよび／またはパージ用流体供給機構を内視鏡に接続するために、管およびゴムロール
オンカフ、スリーブ、偏向タブ、摩擦嵌合のための膜、または同等物が、採用されてもよ
い。キャップおよび／または送達シースは、ＰＶＣ、Ｐｅｂａｘ６３３３、または類似材
料から押出成形または成型されてもよい。
【００３４】
　図３Ａ－３Ｃの実施例では、パージ用流体供給機構３０６は、内視鏡を被覆するシース
内の環状押出成形によって形成される。パージ用流体供給機構は、内視鏡がパージ用流体
を提供する、円筒形スリーブの中に摺動する（例えば、図３Ａ－３Ｃにおけるパージ用流
体供給機構３０６および内視鏡３１２）、多管腔押出成形として、またはパージ用流体供
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給機構が、スリーブ、１つまたはそれを上回るスナップ嵌合クリップ（例えば、図１Ａ－
２Ｄにおけるパージ用流体供給機構３０６、スリーブ１２６、およびクリップ２００）、
またはある他の手段を使用して、システムに取り付けられる、単一管腔押出成形として形
成されてもよい。なおもさらに、可視化システムの任意の要素は、要素またはシステムが
滅菌されるときに除去される、一時的アタッチメント手段として設計されてもよい。パー
ジ用流体供給機構はまた、多管腔シースの外側管腔として構成されてもよい。内視鏡は、
多管腔シースの内側管腔の中に摺動してもよい一方、パージ用流体は、外側管腔を介して
、キャップに供給される。
【００３５】
　種々の実施形態では、システムのためのパージ用流体は、例えば、二酸化炭素（ＣＯ２

）、窒素（Ｎ２）、乾燥空気、または酸素（Ｏ２）であってもよい。パージ用流体は、い
くつかの方法において供給されてもよい。一実施形態では、流体供給機構は、ラインであ
って、窒素が供給ラインに供給される、図９－１１Ｂに関連して説明されるような凍結外
科手術コンソール等のコンソールに直接接続されてもよい。他の実施形態では、流体供給
ラインは、パージ用流体の使い捨てキャニスタに接続されてもよい。パージ用流体はまた
、調整器および弁を伴う注入器ユニットまたは商業用圧縮ガスボトルを介して、供給され
てもよい。質量流動または他の好適なコントローラが、使用され、動作の間、パージ用流
体の流速を調整および／または変動してもよい。供給ラインまたは体腔内もしくは両方か
ら得られる、圧力フィードバックが、利用され、膨張または気胸のリスクを低減させても
よい。
【００３６】
　パージ用流体は、ノズルまたは可視化システムの他のレンズ浄化流動場調節機構に連続
的に供給されてもよいか、または流体供給は、パージ用流体が必要ベースで流動するよう
に、弁付きであるか、もしくは計測されてもよい。いくつかの実施形態では、ボタンまた
はスイッチが、可視化システムの正常動作にもかかわらず、可視化が損なわれる場合、補
正を行うか、またはパージ用流体のボーラスを提供するために、パージ用流体の流動が一
時的に増加されることを可能にするように提供されてもよい。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、遠位キャップは、キャップが実質的に均一な外形円周を有す
るように、キャップの中心軸に対して半径方向に延在する軸の周りで対称であってもよい
。キャップを対称にすることによって、例えば、内視鏡の周囲のシースまたはスリーブは
、キャップを固着することと、パージ用流体をレンズ浄化流動場調節機構に送達すること
との両方の機能を果たすことができる。例えば、図３Ａ－３Ｃを参照すると、システムの
実施形態は、実質的に均一な外形円周３１６をキャップ３０２の遠位端に伴う、遠位キャ
ップ３０２を含む。パージ用流体供給機構３０６は、パージ用流体を、レンズ浄化流動場
調節機構、この場合、キャップ３０２の遠位端上のノズル３０４（および／または付加的
飛散偏向ノズル）に送達する。パージ用流体供給機構３０６は、内視鏡３１２上に円周方
向に搭載される流動遷移シース３１８のチャネルと流体により連通する、チャネルを含む
。
【００３８】
　流動遷移シースのチャネルは、シースの長さに沿って、断面幅および形状が変動しても
よい。可変断面は、パージ用流体供給機構から流動遷移シースを通してキャップに供給さ
れる流体の質量流量を増加または減少させるために使用されてもよい。キャップは、流動
遷移シースおよび／またはパージ用流体供給機構と流体連通する、１つまたはそれを上回
るノズル（例えば、図３Ａ－３Ｃにおける一対のノズル３０４）を含んでもよい。ノズル
は、レンズに向かって、かつそれを横断して、最終的には、ドレインに向かって角度付け
られてもよい。例えば、図３Ａ－３Ｃでは、ドレイン３１４は、パージ用流体が外形円周
３１６内のキャップ３０２の遠位端に蓄積しないことを確実にする、キャップ３０２内の
間隙、孔、または開口である。ドレイン３１４は、パージ用流体がキャップ３０２および
レンズ３１０から一掃されることを可能にする。ガイド３０８は、レンズ３１０およびド
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レイン３１４に向かってカテーテル３２４から離れるように流動を指向するために、ノズ
ル３０４に近接してキャップ３０２から延在する。ガイド３０８は、レンズ３１０から内
視鏡３１２の作業チャネルから延在するカテーテル３２４までの視線を遮断しないように
、レンズ３１０の接線部分の近傍またはそこまでにのみ延在する。
【００３９】
　作業チャネルシール、例えば、図３Ｂのシール３２２が、流体が内視鏡の作業チャネル
に流入しないよう最小限にまたは排除され得るように、作業チャネル内のカテーテルまた
は他のツールのための実質的液密シールを生成するために使用されてもよい。
【００４０】
　種々の実施形態では、パージ用流体のための流動場調節機構の実施例としてのレンズ浄
化ノズルは、レンズに対して、所望の流動場およびレンズ浄化効果を遂行するように定寸
されるか、成形されるか、または位置付けられてもよい。例えば、図４Ａ－４Ｄを参照す
ると、システムの実施形態は、概して、キャップ４０２を横断してドレイン４１４に向か
って指向される、ノズル４０４を伴う、キャップ４０２を含む。ドレインは、特定の用途
と、他の効果の中でもとりわけ、所望の流動、パージ、またはドレイン効果とに従って寸
法が変動してもよく、本実施例では、４ｍｍ×１ｍｍを含む。ノズル４０４は、キャップ
４０２の壁内のチャネルであるパージ用流体供給機構４０６から、パージ用流体を供給さ
れる。ノズル４０４は、より広い断面からより狭い断面に遷移し、いったんキャップ４０
２が内視鏡上に搭載されるとレンズが位置する、キャップ４０２の内側へと下向きにかつ
それに向かって急峻に角度付けられる。これは、内視鏡レンズカバーを横断したパージ用
流体の狭くて急激な流動を可能にする。
【００４１】
　本実施形態および他の実施形態のためのノズル角度は、例えば、数値流体力学（ＣＦＤ
）シミュレーションを使用することによって、用途と、他の効果の中でもとりわけ、所望
の流動、パージ、またはドレイン効果とに応じて、判定されてもよい。好適なノズル角度
の範囲は、１８０o未満（０o角度に対してレンズに直接衝合する１８０oは、キャップの
中心軸の遠位にあって、それと実質的に整合される）～約９０o（レンズと実質的に平行
）であってもよい。
【００４２】
　別の実施例として、図５Ａ－５Ｄを参照すると、キャップ５０２は、概して、キャップ
５０２を横断してドレイン５１４に向かって指向される、ノズル５０４とともに示される
。ドレイン５１４の断面は、ドレイン４１４に類似する。ノズル５０４は、キャップ５０
２の壁内のチャネルであるパージ用流体供給機構５０６から、パージ用流体を供給される
。ノズル５０４は、ここでは、より狭い断面からより広い断面に遷移し、図４Ａ－４Ｄの
ノズルと比較して、いったんキャップ５０２が内視鏡上に搭載されると、キャップ５０２
およびレンズの内側に向かってあまり急峻に下向きに角度付けられない。これは、内視鏡
を横断したパージ用流体の広くて緩慢な流動を可能にする。
【００４３】
　本実施形態および他の実施形態のために使用される、断面、遷移幾何学形状、および角
度は、用途特有であってもよく、種々の寸法要件、および／または他の効果の中でもとり
わけ、所望の流動、パージ、ドレイン、または偏向効果に依存し、例えば、図５Ａ－５Ｄ
を参照すると、レンズカバーの直径を被覆するために、内視鏡サイズおよびパージ用流体
供給機構５０６の直径に依存してもよい。
【００４４】
　（図４Ｄおよび５Ｄに説明されるようにな）レンズ浄化ノズルおよび／または飛散偏向
ノズル等のレンズ浄化流動場調節機構の外形は、用途に応じて変動してもよい。例えば、
図４Ａ－４Ｄのキャップは、略楕円形ノズルを有する一方、図５Ａ－５Ｄのキャップは、
略丸形ノズルを有する。他のノズル外形（例えば、スロット、正方形、三角形、形状の組
み合わせ等）が、採用されてもよい。ノズルの外形の変動に加え、他のパラメータも同様
に、変動されてもよい。用途に応じて調節され得る、パラメータの実施例は、ノズルの角
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度、ノズルの数、およびノズルを通したパージ用流体の流速を含む。
【００４５】
　さらなる実施例として、図６Ａ－６Ｃは、図５Ａ－５Ｄに描写されるキャップ５０２と
設計が類似するキャップ６０２と組み立てられた可視化システムの種々の図を提供する。
キャップ６０２は、ノズル６０４と、ドレイン６１４とを含む。キャップ６０２は、スリ
ーブ６２６によって内視鏡６１２に接続され、パージ用流体供給機構６０６によって、パ
ージ用流体を供給される。パージ用流体供給機構６０６は、内視鏡６１２に沿って配置さ
れ、図２Ａ－２Ｄにおけるクリップ２００のものと構成が類似し得る、１つまたはそれを
上回るクリップ６０８の使用を通して、内視鏡に固着される。
【００４６】
　種々の実施形態では、キャップは、内視鏡への固着アタッチメントを促進するための材
料、寸法、および特徴を備えてもよい。例えば、図１９Ａ－２１Ｃを参照すると、キャッ
プの基部は、熱可塑性エラストマ（ＴＰＥ）材料等の弾性カフ（例えば、図１９Ａ－２１
Ｃにおける１９１８、２０１８、および２１１８参照）であってもよい。弾性カフは、内
視鏡外径とインターフェースをとる、摩擦嵌合構成要素を提供してもよい。リブは、カフ
の内側に含まれ、ある範囲の内視鏡外径上への挿入／そこからの除去の容易性のために、
所望または要求される摩擦範囲を満たすように定寸および構成されてもよい。カフは、オ
ーバーモールドされるか、または別個の部品として作製され、透明基板に接合されてもよ
い。カフの底部縁（近位）は、テーパ状であって、キャップにおける取付けの間、内視鏡
を定位置に誘導してもよい。カフの外側外形は、内視鏡にわたって伸展されると、それが
拡張し、真っ直ぐ／平滑外側外形を提供するように、減寸されてもよい。
【００４７】
　図１９Ａ、２０Ａ、および２１Ａのそれぞれでは、本開示の実施形態による、キャップ
（例えば、それぞれ、１９００、２０００、および２１００）が、テーパ状剛性プラスチ
ック領域（１９０２、２００２、および２１０２）と、弾性カフ領域（１９１８、２０１
８、および２１１８）とを伴って描写される。テーパ状剛性プラスチック領域は、例えば
、約１５度においてテーパ状である、外径を有する。キャップは、内視鏡の端部領域の周
囲のカフの摩擦把持を通して、内視鏡（１９１２、２０１２、および２１１２）上に搭載
される。テーパ化および扇形切り欠きが、テーパ状剛性プラスチック領域上に提供され、
ユーザが、キャップを取り扱い、内視鏡面特徴に対して正しい位置に嵌合することに役立
つ。
【００４８】
　本実施形態および他の実施形態では、遠位キャップ上の扇形切り欠きおよびテーパ化は
、選好に従って調節されてもよく、テーパ状剛性プラスチック領域（例えば、１９０２、
２００２、および２１０２）の円周方向遠位縁は、遠位外形テーパ状を伴って、完全に丸
みを帯び、患者内への平滑な非外傷性挿入を提供してもよい。
【００４９】
　種々の実施形態では、遠位キャップは、パージ用流体を内視鏡内から受容するように構
成されてもよく、そして／またはキャップは、流動偏向ガイド構造を含み、パージ用流体
を指向してもよい。例えば、図１９Ａ－１９Ｅを参照すると、可視化システムの実施形態
は、ノズル１９０４であるレンズ浄化流動場調節機構を伴う、キャップ１９００を含む。
ノズル１９０４は、パージ用流体を、内視鏡１９１２内のチャネルである、パージ用流体
供給機構から受容する。ノズル１９０４は、パージ用流体を内視鏡１９１２のレンズ１９
１０に向かって指向する。キャップ１９００はまた、ノズル１９０４からレンズ１９１０
を横断して進行した後、パージ用流体の流動を指向する、ガイド１９０８を含む。
【００５０】
　ガイド１９０８は、第１のドレイン１９１４ａに向かって湾曲され、角度付けられるが
、パージ用流体のための所望の流動偏向経路に応じて、異なるように構成されてもよい。
ガイド１９０８は、例えば、キャップの半径方向軸から近位に約６０oの角度を伴って、
パージ用流体を略遠位方向に誘導するように湾曲され、角度付けられる。ガイド１９０８
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はまた、概して、キャップ１９０２の内側リムの周囲に流体を偏向または再循環させても
よい。パージ用流体としてのガスを用いて、本経路は、ガスが内視鏡先端１９１２を越え
て遠位に循環するにつれて、渦をキャップの正面に生成するように作用することができる
。ガイド１９０８は、レンズ１９１０からのより良好な可視性を可能にする、Ｃ形状の切
り欠きを有する。パージ用流体は、レンズ１９１０にわたってキャップ１９００の外側に
流出し、ノズル１９０４からの付加的パージ用流体のために、レンズ１９１０の周囲の面
積を一掃する。パーティション１９２２は、ガイド１９０８の真下に蓄積し得る流体がレ
ンズ１９１０に到達しないように防止する。パーティション１９２２はまた、パージ用流
体をノズル１９０４からガイド１９０８に偏向し得る一方、液体は、ドレイン１９１４ｂ
を介して、廃棄される。これは、例えば、レンズに送達される相分離されたパージ用流体
を指向することによって、パージ用流体の気相をレンズから離れるように実質的に遠位方
向に指向することによって、かつパージ用流体の液相をレンズから離れるように実質的に
半径方向に指向することによって、「相分離器」として作用する、パーティション１９２
２を含む。図１９Ｂおよび１９Ｄを参照すると、キャップは、可視性に干渉しないように
、光学的に透明であってもよい。
【００５１】
　これらおよび他の実施形態では、キャップの一部は、透明材料から作製され、可視性を
改良してもよい。マーキングもまた、キャップ上に含まれ、キャップを内視鏡に適切に取
り付けることを補助してもよい。例えば、図１９Ｂでは、キャップ１９００のテーパ状剛
性プラスチック領域１９０２は、レンズ１９１０からテーパ状剛性プラスチック領域１９
０２を通して標的部位までのクリアな視線が存在するように、Ｌｅｘａｎ等の透明材料か
ら作製されてもよい。目につきやすいマーキング１９２４および１９２６が、プラスチッ
ク領域１９０２およびカフ領域１９１８等のキャップ１９００上に印刷または別様に配置
されてもよい。マーキング１９２４は、キャップ１９００およびその特徴の全てが、レン
ズ１９１０および作業チャネルと適切に整合され、定位置から回転して外れないように、
ユーザがキャップ１９００を内視鏡１９１２上に設置することを補助する、整合マーキン
グである。マーキング１９２４は、ドレイン１９１４ａを横断してカフ１９１８上に延在
する。ユーザは、レンズ１９１０に対してセンタリングされるように、マーキング１９２
４を整合させてもよい。加えて、マーキング１９２６は、ガイド１９０８上に配置される
。マーキング１９２６は、レンズ１９１０の半径と垂直に位置付けられ、キャップ１９０
０が内視鏡１９１２上に適切に搭載されると、レンズ１９１０を通して視認される画像が
視野内のマーキング１９２６の任意の部分を有していないように、レンズ１９１０の円周
からある距離にある。キャップ１９００が内視鏡１９１２に適切に固着されない場合、マ
ーキング１９２６の少なくとも一部は、レンズ１９１０を通して視認可能であり得る。こ
れは、キャップ１９００が、固着嵌合のために、内視鏡１９１２の遠位端上にさらに圧接
される必要があることを示し得る。マーキングは、例えば、パッド印刷、レーザ印刷、ま
たはレーザエッチング等の方法を介して、キャップに追加されてもよい。
【００５２】
　本開示の範囲内のシステムの種々の実施形態は、内視鏡のレンズに向かって指向される
、キャップ上のレンズ浄化流動場調節機構としてのノズルと、１つまたはそれを上回るガ
イド部材と、１つまたはそれを上回るドレインとを含む。例えば、図２０Ａ－２０Ｃを参
照すると、キャップ２０００が、レンズ浄化ノズル２００４とともに示される。ノズル２
００４は、内視鏡内のチャネルであるパージ用流体供給機構から、パージ用流体を送達す
る。ノズル２００４は、パージ用流体を内視鏡２０１２のレンズ２０１０に向かって指向
する。キャップ２０００はまた、ノズル２００４からレンズ２０１０を横断して進行した
後、パージ用流体の流動を指向する、ガイド２００８を含む。ガイド２００８は、ガイド
２００８に隣接する第１のドレイン２０１４ａおよびガイド２００８の下方の第２のドレ
イン２０１４ｂの両方に向かって角度付けられる、楔形状を有する。パーティション２０
２２は、相分離機構として作用し、レンズカバー２０１０から離れるように、液体を排出
し、および／またはガスを偏向し、ガス緩衝または障壁を提供してもよい。レンズカバー
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２０１０を取り囲むパーティション２０２２は、流動をガイド２００８に向かって上向き
に再指向する。より重い液体（例えば、パージ用流体の液相等）は、運動量に起因して、
迅速に方向を変化させることが不可能であって、したがって、それらは、第２のドレイン
２０１４ｂを通してレンズから離れるように実質的に半径方向に流出する一方、ガス（例
えば、パージ用流体の気相等）は、ガイド２００８に指向され、これは、ガスをレンズか
ら離れるように実質的に遠位方向に指向する。ガイド２００８は、任意のガスをレンズか
ら離れるように第１のドレイン２０１４ａに向かって指向し、かつ任意のガスをキャップ
２０００から離れるように遠位に指向してもよい。パージ用流体からの任意の液体は、ガ
イド２００８の角度付けられた楔によって、第２のドレイン２０１４ｂに向かって下向き
に指向され、かつ内視鏡２０１２の面に向かって指向されてもよい。内視鏡２０１２は、
内視鏡２０１２を通したパージ用流体の放出および／または再循環のための吸引を介して
パージ用流体を受容し得る、チャネルを有してもよい。第２のドレイン２０１４ｂは、例
えば、流体蓄積の排除のための９０°（完全象限）ドレインスロットを組み込んでもよい
。パージ用流体は、レンズ２０１０にわたってキャップ２０００の外側に流出し、ノズル
２００４からのパージ用流体の付加的流動のために、レンズ２０１０の周囲の面積を一掃
してもよい。パーティション２０２２は、レンズ２０１０に到達しないようガイド２００
８の真下に蓄積し得る流体を最小限にまたは防止するように作用する。
【００５３】
　種々の実施形態では、キャップは、コーティングを有する、透明レンズと、キャップと
それが搭載される内視鏡との間の間隙によって生成され得る、ノズル等のレンズ浄化流動
場調節機構とを含んでもよい。例えば、図２１Ａ－２１Ｃは、レンズ浄化ノズル２１０４
とともに、キャップ２１００を描写する。ノズル２１０４は、キャップ２１００によって
生成された内視鏡２１１２を取り囲むチャネルであるパージ用流体供給機構２１０６から
、パージ用流体を送達する。ノズル２１０４は、パージ用流体供給機構２１０６の間隙を
狭小化し、パージ用流体を内視鏡２１１２のレンズ２１１０に向かって指向する、キャッ
プ２１００の内側表面上の傾斜によって生成される。透明レンズ２１２２は、ドレイン２
１１４を通して挿入され、据え付けられてもよい。透明レンズ２１２２が、レンズ２１１
０にわたって定位置にある状態で、小間隙が、レンズの遠位表面とガイド２１０８の近位
表面との間に生成されてもよい。ガイド２１０８および透明レンズ２１２２によって生成
された本間隙は、ノズル２１０４からレンズ２１１０を横断して進行した後、パージ用流
体の流動を指向する。ガイド２１０８は、透明レンズ２１２２の遠位表面を横断してドレ
イン２１１４に向かって流体を指向してもよい。パージ用流体は、レンズ２１１０にわた
って、ガイド２１０８と透明レンズ２１２２との間から、透明レンズ２１２２を横断して
、キャップ２１００の外側に流出し、ノズル２１０４からのパージ用流体の付加的流動の
ために、レンズ２１１０の周囲の面積を一掃してもよい。透明レンズの本構成は、レンズ
をさらに保護する、二重窓隔離効果を生成し得、他の実施形態でも、組み込まれてもよい
。種々の実施形態では、透明レンズは、恒久的疎水性および／または反射防止コーティン
グを有し、異なる内視鏡タイプ、ブランド、およびサイズとの汎用動作を可能にしてもよ
い。透明レンズは、ゴリラガラスまたはホウケイ酸ガラス等のガラスであってもよく、ま
たは高度に研磨されたポリカーボネートから成ってもよい。キャップは、第２の透明レン
ズを含み、二重窓隔離効果を生成してもよい。
【００５４】
　種々の実施形態では、本システムは、１つまたはそれを上回るクリップを使用して内視
鏡に搭載される、カテーテルを含む。内視鏡上のキャップは、平行延在部を含み、それを
通して、カテーテルが配置される。例えば、図２２Ａおよび２２Ｂを参照すると、キャッ
プ２２０２が、内視鏡２２１２の遠位部分に搭載される。キャップは、上記に説明される
実施形態のいずれかとして、または本開示の範囲内で別様に構成されてもよい。カテーテ
ル２２２４は、１つまたはそれを上回るクリップ２２０４を使用することによって、内視
鏡２２１２に搭載されてもよい。クリップ２２０４は、Ｃ－形状部分を有し、内視鏡２２
１２を収容し、その上にクリップ留めする。クリップ２２０４はまた、管腔を有し、カテ
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ーテル２２２４を収容する。クリップ２２０４の管腔は、第１の空隙２２０６がカテーテ
ル２２２４と内視鏡２２１２との間に生成されるように、Ｃ－形状部分から離れるように
オフセットされる。第１の空隙２２０６は、内視鏡２２１２をカテーテル２２２４から物
理的に分離することによって、断熱を提供する。管腔は、キャップ２２０２の長手軸およ
びクリップ２２０４の長手軸と平行に延設される。管腔は、例えば、凍結療法剤スプレー
カテーテル等のシステムと併用するためのカテーテルの外径に合致してもよい。延在部は
、同様にカテーテルを内視鏡から断熱する、第２の空隙２２０８を内部に含む。その最広
点における全体的アセンブリの組み合わせられた幅は、例えば、約１８ｍｍであってもよ
い。キャップは、流体供給管腔への成型された遷移を除き、約１４ｍｍの最大直径を有し
てもよい。キャップ２２０２は、例えば、約２ｍｍ～約４ｍｍだけ、内視鏡の周囲の円周
方向に吊架されてもよく、これは、第１の間隙２２０６に寄与する。
【００５５】
　種々の実施形態では、本システムは、伸長多管腔シースを含み、断熱を補助するための
間隙を伴って、内視鏡およびカテーテルを受け入れてもよい。キャップは、多管腔シース
の管腔の遠位端に搭載されてもよい。外部作業チャネルは、断熱を提供するシールされた
空気チャネルまたは減圧間隙を伴って、カテーテルを受容するように隔離および構成され
てもよい。例えば、図２３Ａ－２３Ｃは、内視鏡２３１２を受け入れるためのより大きい
管腔と、カテーテル２３２４を受け入れるためのより大きい管腔と平行に延設される管腔
である、より小さい外部作業チャネルとを有する、伸長多管腔シース２３０４を伴うシス
テムを描写する。キャップは、上記に説明される実施形態のいずれかとして、または本開
示の範囲内で別様に構成されてもよく、伸長多管腔シース２３０４のより大きい管腔の遠
位部分に搭載されてもよい。伸長多管腔シース２３０４は、馬蹄形状であって、多管腔シ
ース２３０４のより小さい管腔を実質的に取り囲む、第１の空隙２３０６を含む。伸長多
管腔本体２３０４はまた、第１の空隙２３０６とより大きい管腔の長手軸との間に位置す
る、第２の空隙２３０８を含む。カテーテル２３２４は、内視鏡２３１２の外側かつそこ
から離れるようにあって、これは、それぞれ他方から断熱されたまま保つ。加えて、第１
の空隙２３０６および第２の空隙２３０８は、カテーテル２３２４を内視鏡２３１２から
断熱することを補助する。本開示のキャップの任意の実施形態は、カテーテルの端部部分
を収容するための管腔を伴う、延在部を含んでもよい。キャップは、多管腔本体２３０４
のより大きい管腔の遠位部分上に搭載されてもよい一方、延在部２３１４は、より小さい
管腔上に搭載されてもよい。延在部２３１４の管腔は、カテーテル２３２４が内視鏡２３
１２のレンズの視野内でより近くなるよう内視鏡２３１２に向かって屈曲するように、多
管腔シース２３０４のより大きい管腔の長手軸に向かって角度付けられてもよい。
【００５６】
　種々の実施形態では、本システムは、内視鏡の作業チャネルを保護する、シールと、キ
ャップ内の搭載特徴とを含んでもよい。例えば、図２４を参照すると、本システムは、Ｕ
形状のチャネル２４０６および切り欠き２４０８とともに支持剛性プラスチックタブ２４
０４を伴う、キャップを含む。タブ２４０４は、内視鏡上に搭載されると、外向きに偏向
し、内視鏡を損傷しない圧力の量で、キャップ２４０２を内視鏡の周囲に圧着させる。タ
ブ２４０４の下面上のバンプ（図示せず）が、内視鏡外径との干渉を提供するために含ま
れてもよい。切り欠き２４０８は、内視鏡上のバンプと整列し、キャップ２４０２を定位
置に係止し、内視鏡上のキャップ２４０２の適切な整合を促進してもよい。キャップ２４
０２は、例えば、約１２．５ｍｍの外径を有してもよい。代替として、または加えて、内
側リブが、キャップ内にあって、内視鏡との締まり嵌めを提供してもよい。
【００５７】
　スプレー凍結療法を伴う内視鏡および気管支鏡手技の間、内視鏡の作業チャネルは、多
くの場合、作業チャネルの長さに流入し得る、粘膜、軟組織飛散、および他の液体を受け
る。これは、特に、これらの材料が凍結療法剤を送達するカテーテルと直接接触するため
、凍結療法手技に関して問題となる。付加的熱質量との直接接触は、カテーテルの出力が
有意に低減されるため、凍結療法性能を減少させる。いくつかの実施形態では、作業チャ
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ネルシールが、キャップとともに含まれ、実質的液密シールを内視鏡の作業チャネル内の
カテーテルまたは他のツールの周囲に提供してもよい。例えば、図２４では、低デュロメ
ータ作業チャネルシール２４１０が、キャップ２４０２の作業チャネル２４２４の周囲に
配置され、作業チャネル２４２４の中への流体流入を防止する。シール２４１は、弾性で
あって、カテーテルシャフト２４２４との干渉するために設計されてもよく、またはガー
タばねに依拠し、シール材料をシャフト２４２４に対して緊密に保持してもよい。シール
２４２４は、半径方向Ｏリングまたは他の好適な構成もしく材料であって、意図されるシ
ールおよび／または払拭効果を遂行してもよい。
【００５８】
　シールは、カテーテルの外径に順応し、作業チャネル全体をシールするために十分に大
きい、軟質ポリマー材料から作製されてもよい。本特徴が、作業チャネルを被覆し、カテ
ーテル外径に順応するにつれて、粘膜または流体流入のための空間量は、著しく低減また
は排除される。この特徴は、適切に定寸される（例えば、作業チャネルより大きい外径と
、実質的液密嵌合を提供するために、カテーテル外径に対してわずかに減寸された内径と
を有する）、Ｏリングであってもよい。加えて、シールは、他の内視鏡特徴を遮断せずに
、作業チャネルを被覆するように任意の形状に形成され得る、軟質ポリマー材料を備えて
もよい。シールは、自己シール特徴、例えば、カテーテルが、それを通して押動され、カ
テーテル外径の周囲をシールし、次いで、カテーテルが除去されると、自ら再シールする
ことを可能にする、小切断または細隙を有することができる。
【００５９】
　代替として、または加えて、剛性または可撓性払拭特徴が、カテーテルが通過し、挿入
の間に、流体を押し出し、いったん作業位置に来ると、作業チャネル開口部の大部分を流
体の流入から遮断することを可能にするカテーテルの遠位外径に成型されるか、または取
り付けられてもよい。
【００６０】
　種々の実施形態では、キャップは、内視鏡を含むために内側辺縁を含み、キャップは、
流出チャネルを含み、パージ用流体を排出し、内視鏡内の作業チャネルは、パージ用流体
を供給する。例えば、図２５Ａおよび２５Ｂを参照すると、キャップ２５０２は、内視鏡
２５１２上に摺動して配置され、内視鏡２５１２の長さに沿って延在する。キャップは、
内視鏡２５１２が、辺縁２５１４を越えて、したがって、キャップ２５０２を越えて遠位
に並進しなくてもよいように、キャップ２５０２の遠位端に内側辺縁２５１４を含む。キ
ャップ２５０２は、キャップ２５０２の長手軸と平行に延設される管腔である、流出チャ
ネル２５０８を含む。流出チャネル２５０８は、キャップ２５０２の辺縁２５１４を越え
て遠位に延在し、概して、キャップ２５０２の中心に向かって配向される、半径方向開口
を暴露する。キャップ２５０２の中に摺動して挿入される、内視鏡２５１２内のチャネル
２５０６は、レンズ浄化パージ用流体を内視鏡２５１２の遠位端に供給する。キャップ２
５０２は、流出チャネル２５０８がパージ用流体を供給するチャネル２５０６からレンズ
２５１０の対向側上に位置付けられるように、内視鏡２５１２の周りで回転されてもよい
。流出チャネル２５０８は、能動的吸引機構の近位端に接続され、パージ用流体をチャネ
ル２５０６からレンズ２５１０を横断してガス流出チャネル２５０８の中に引き出しても
よい。
【００６１】
　種々の実施形態では、キャップは、内視鏡を含むための内側辺縁と、パージ用流体を排
出するための流出チャネルと、パージ用流体を供給する内視鏡のチャネルから離れたパー
ジ用流体供給機構とを含む。例えば、図２６を参照すると、キャップ２６０２は、内視鏡
２６１２上に摺動して配置され、内視鏡２６１２の長さに沿って延在する。キャップは、
内視鏡２６１２が、辺縁２６１４を越えて、したがって、キャップ２６０２を越えて、遠
位に並進しなくてもよいように、キャップ２６０２の遠位端に内側辺縁２６１４を含む。
キャップ２６０２は、キャップ２６０２の長手軸と平行に延設され、パージ用流体を供給
する管腔である、パージ用流体供給機構２６０６を含む。パージ用流体供給機構２６０６
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は、キャップ２６０２の辺縁２６１４を越えて遠位に延在し、概して、キャップ２６０２
の中心に向かって配向される、半径方向開口を暴露する。キャップ２６０２は、概して、
パージ用流体供給機構２６０６と対向するキャップ２６０２の長手軸と平行に延設される
管腔である、流出チャネル２６０８を含む。流出チャネル２６０８は、キャップ２６０２
の辺縁２６１４を越えて遠位に延在し、概して、キャップ２６０２の中心に向かって配向
される、半径方向開口を暴露する。流出チャネル２６０８は、パージ用流体供給機構２６
０６の遠位端を越えて遠位に延在する。パージ用流体供給機構２６０６および流出チャネ
ル２６０８は、内視鏡２６１２のレンズ２６１０がパージ用流体供給機構２６０６と流出
チャネル２６０８との間にあるように位置付けられる。流出チャネル２６０８は、能動的
吸引機構の近位端に接続される。吸引は、パージ用流体を作業チャネル２６０６から、レ
ンズを一掃し、可視性を改良するためにレンズ２６１０横断して、ガス流出チャネル２６
０８の中に引き出す。流出チャネル２６０８はまた、パージ用流体供給機構２６０６がパ
ージ用流体を流出チャネル２６０８の一般的方向に供給するため、単に、能動的吸引では
なく、受動的通気を使用してもよい。流出チャネル２６０８は、パージ用流体供給機構２
６０６を越えて遠位に延在し、ノズルより大きい開口、または直接、内視鏡２６１２を横
断して流出チャネル２６０８に向かって進行しないかも知れない、パージ用流体を捕捉す
るために、パージ用流体を供給機構から受容する、開口を含んでもよい。
【００６２】
　上記に説明される特徴に加え、例示的実施形態はまた、次の節により詳細に説明される
、加熱要素または他の形態の温度制御を組み込んでもよい。
【００６３】
温度制御
【００６４】
　前述のように、可視化システム、例えば、凍結療法剤スプレーカテーテルと併用するた
めのシステムの実施形態は、能動的ヒータまたは受動的カテーテル減圧外被等、温度制御
システムを組み込んでもよい。加熱要素は、レンズ温度を露点を上回って維持しながら、
患者内の安全暴露温度を維持し得る。
【００６５】
　例えば、図７を参照すると、本開示による、温度制御特徴の実施形態は、内視鏡７１２
に取り付けられる、可撓性印刷回路７０２を含む。回路は、熱収縮材料または接着剤を含
む、種々の手段を用いて、内視鏡７１２に取り付けられてもよい。可撓性印刷回路は、内
視鏡および／またはパージ用流体供給機構を電気的に加熱し、結露／凍結温度を回避して
もよい。可撓性印刷回路は、キャップに到達すると、パージ用流体が適正に加熱されるよ
うに、示されるように、内視鏡の長さに沿って、および／またはパージ用流体供給機構に
沿って延設されてもよい。
【００６６】
　回路の実施形態は、熱電対、抵抗温度検出器（ＲＴＤ）、またはサーミスタ等の温度感
知要素を組み込み、制御フィードバックを電力供給源に提供してもよい。回路はまた、熱
インターフェース材料を含み、加熱要素と内視鏡および／またはパージ用流体供給ライン
との間の熱インピーダンスを低減させてもよい。インライン加熱要素は、以下に説明され
るように、コンソール内に含まれる抵抗ヒータまたは除霜ヒータを具備してもよい。
【００６７】
　図７をさらに参照すると、実施例として、可撓性ヒータ／センサ回路７０２が、遠位「
フラグ」７０６を内視鏡７１２の円筒形挿入端部の周囲に巻着し、タブ７０８をスロット
７１０を通してループ状にし、ぴんと引っ張り、間隙パッド７１４（下面、図示せず）を
圧縮し、次いで、タブ７０８の背面に事前に塗布された感圧式接着剤を使用して、フラグ
７０６上に戻るようにタブ７０８を固着することによって、内視鏡７１２に取り付けられ
る。
【００６８】
　代替実施形態では、タブ７０８およびスロット７１０は、排除され、回路７０２は、熱
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収縮可能材料（例えば、ポリオレフィン、ＰＥＴ、ＰＦＡ、ＰＶＣ等）の内径に接着され
るか、またはその上に印刷され、回路加熱要素７１６は、回路を内視鏡７１２上に収縮さ
せ、固着した一時的嵌合を提供するために使用される。熱収縮バンドが、薬瓶上で使用さ
れる品質シールと同様に、使用後の除去を容易にするために、長手軸に沿って穿孔されて
もよい。間隙パッド７１４は、アセンブリの外径（患者が接触する）上で過剰な温度に到
達せずに、低インピーダンス熱接続をヒータコイル７１６と内視鏡７１２との間に生成し
、必要加熱を提供し、レンズ７１８を露点を上回って維持するために使用される。
【００６９】
　患者暴露温度を限定する同一目的のために、アセンブリの外径は、熱収縮スリーブによ
って隔離されるか、またはヒータ／センサ回路７０２アセンブリにわたって適用される本
明細書に説明されるような遠位キャップアタッチメントの実施形態によって隔離されるか
のいずれかである。ヒータ／センサ回路７０２までの導線は、例えば、図２Ａ－２Ｄに示
されるものに類似するクリップを使用して、または回路のシートに事前に塗布された感圧
式接着剤を使用することによって、または前述のような熱収縮スリーブを使用することに
よって、内視鏡７１２の長さに沿って制約されてもよい。これらおよび種々の他のアタッ
チメント手段は、回路の他の構成または他のタイプの温度制御特徴と併用され、センサ／
ヒータを内視鏡、カテーテル、またはキャップアタッチメントに固着してもよい。
【００７０】
　図７をさらに参照すると、実施例として、加熱要素７１６は、例えば、凍結療法剤スプ
レーコンソール内にあるか、または別個の電力コントローラとしてのいずれかのＤＣ電圧
源によって給電される。いくつかの実施形態では、加熱要素は、サーモスタットで制御さ
れてもよい。ヒータ電力は、ＰＩＤループ制御されてもよく、プロセス変数は、レンズ７
１８に隣接して着座するように折畳することによって内視鏡７１２の遠位先端に適用され
る、自己接着性温度センサ（例えば、熱電対、ＲＴＤ、またはサーミスタ）７２０によっ
て測定されるようなレンズ７１８温度である。
【００７１】
　温度センサ７２２は、加熱要素７１６の周囲の円周方向に配置され、均一熱接触が回路
７０２と内視鏡７１２との間で行われ、定格患者暴露温度を超え得る、高温点のリスクを
回避することを保証する。センサ付属物７２４も同様に、適用された熱収縮隔離にわたっ
てそれ自体に折り返され、患者に暴露される外部表面温度を監視する、温度センサを含む
安全性特徴である。センサ７１２は、暴露温度が事前に設定された最大値を超える場合、
加熱要素７１６への電力を切断する。センサ７２２は、相互に比較され、標準偏差を判定
し、同様に、偏差が事前に設定された最大値を超える場合、警告が、もたらされるか、そ
して／または電力は、切断される。１つまたはそれを上回る温度センサが、内視鏡７１２
に沿って長手方向に配置され、実験データ収集のために使用されてもよい。ヒータ／セン
サ回路７０２は、アセンブリの内側層に沿って位置することができ、パージ用流体供給機
構が、回路のシートに取り付けられ／成型されてもよい。アセンブリ全体は、内視鏡７１
２の長さにわたって容易に滑動する管状キャップ付きスリーブに事前に組み立てられても
よい。アセンブリは、手技に先立って据付を容易にするために、加熱要素７１６によって
提供される熱を使用する熱収縮材料の使用を通して固着されてもよい。
【００７２】
　種々の実施形態では、システムは、減圧を外被（ジャケット）中に維持し、略丸みを帯
びた先端を有し、体腔の損傷を回避する、カテーテルおよび非外傷性先端を断熱する、減
圧外被を含んでもよい。例えば、図８を参照すると、可撓性減圧外被８０２が、カテーテ
ルおよび／または内視鏡（図示せず）上に示される。カテーテル減圧外被８０２は、対流
を低減させるか、または排除し、カテーテルの外部表面上の伝導および放射を低減させる
か、または最小限にする。外被は、凍結療法剤スプレーを送達するためのカテーテルであ
り得る、カテーテルを隔離し、内視鏡が周囲室温を維持することを可能にする。減圧外被
８０２は、ポリマー基板の脱気を伴わずに、恒久的または半恒久的減圧が保持されること
を可能にする、放射遮蔽体のための金属化内側表面を有する、ポリマー押出成形８０６で



(24) JP 2019-516446 A 2019.6.20

10

20

30

40

50

あってもよい。押出成形部８０６は、ポリエチレンテレフタレートまたはナイロン等の材
料から作製され得る、薄いリブ８０８によって分離される空の管腔である、減圧チャネル
８１０を含んでもよい。内側管腔８０４は、カテーテルおよび／または内視鏡を含んでも
よい。内側管腔８０４は、カテーテルおよび／または内視鏡を外被８０２によって生成さ
れた減圧から分離する。内側管腔８０４は、ポリイミド材料から作製されてもよい。非外
傷性先端８１２は、内側管腔８０４を取り囲み、シールされた減圧を維持し、カテーテル
および／または内視鏡の端部を保護してもよい。非外傷性先端８１２は、医療ツール、ま
たはカテーテル、もしくは内視鏡が、患者内の標的部位にアクセスし得るように、内側管
腔８０４と合致し得る、管腔を含む。外被は、加えて、または代替としてのいずれかにお
いて、外被の長さに沿って配置され、内側管と外側管との間の分離を維持する、低伝導性
スペーサを用いて分離される、環状金属管を含んでもよい。これらの管は、両端で溶接ま
たは接合され、空の空間を生成することができる。金属管は、例えば、ステンレス鋼また
はニチノールから作製されてもよい。
【００７３】
用途：凍結外科手術システム
【００７４】
　上記に説明される可視化システムは、内視鏡等の任意のタイプの可視化手段に関連して
、そのような可視化手段と併用される任意のタイプのツールとともに、採用されてもよい
。本開示の可視化システムは、特に、とりわけ、凍結療法剤スプレーカテーテルシステム
を伴う、凍結外科手術システム等の凍結医療システムにおける用途に非常に好適である。
例えば、本開示の実施形態が実装され得る、例示的凍結外科手術システムの簡略化された
斜視図が、図９－１０に図示される。ここに説明される特徴のうちの１つまたはそれを上
回るものは、本開示による任意の可視化システムと併用するための凍結外科手術システム
の他の構成にも適用可能であり得ることに留意されたい。凍結外科手術システム１００は
、圧力下で凍結療法剤を貯蔵するための加圧凍結療法剤貯蔵タンク１２６を備えてもよい
。以下の説明では、タンク１２６内に貯蔵される凍結療法剤は、液体窒素であるが、他の
凍結療法剤スプレーも、好適であり得る。タンク１２６内の液化ガスのための圧力は、５
ｐｓｉ～５５ｐｓｉであってもよい。例えば、動作の間のタンク内の圧力が、２０ｐｓｉ
に設定されるとき、窒素の流速／冷却容量は、２５Ｗであり得る。液体窒素（ＬＮ２）が
、タンク１２６の底部上に存在し、液体窒素ガス／蒸気（ＧＮ２）が、タンク１２６の上
面部分を占有する。タンクレベルが、タンク１２６の内側の液体のレベルとともに値が変
化するタンク内部のセンサを介して、電子的に監視される。
【００７５】
　図９に描写されるコンソールは、緊急停止装置３１４と、圧力センサポート３０８と、
温度センサポート３１０と、デジタル入力ポート３１２とを含む。インターフェース３１
８は、図１２および１５に描写されるプローブのバヨネット１２０２等のプローブコネク
タのための噛合レセプタクル等、コンソールへの送達装置１２８のための固着接続点であ
る。コンソールは、ＲＦＩＤタグ読取機３０６を含み、使用される際に各プローブを識別
し、使い捨てユニットの場合、各プローブが手技あたり１回のみ使用されることを確実に
してもよい。フットペダルが、システム１００とともに含まれ、ペダル１１０を用いた凍
結療法剤流動およびペダル１１１を用いた吸引の便宜的制御を可能にしてもよい。しかし
ながら、吸引は、コンソールに接続される、またはシステムの必要特徴として含まれる必
要はない。
【００７６】
　図１１Ａおよび１１Ｂを参照すると、例示的実施形態は、使用中にタンク内の液体窒素
の圧力を連続的に監視ならびに制御してもよい。コンソールは、圧力センサ１７４を介し
てタンクの現在の圧力を監視する。ソフトウェアは、センサから現在の圧力を読み取り、
適宜、圧力を調節する。圧力が低すぎる場合、ソフトウェアは、圧力増進回路弁１７６を
作動し、圧力を規定された閾値まで増加させ、次いで、オフにする。圧力が高すぎるとき
、ソフトウェアは、圧力が規定された閾値に到達するまで放出弁１７８をオンにする。
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【００７７】
　コンソールタンク上の機械的リリーフ弁１８２が、タンク圧力が安全圧力範囲内に留ま
ることを確実にする。冗長バーストディスク１８４が、機械的リリーフ弁が故障した場合
の保護を提供する。加えて、冗長圧力スイッチ１８０が、正確なタンク圧力読取値を提供
し得、自己試験中にチェックされる。
【００７８】
　凍結療法剤スプレーシステムは、例えば、図１１Ａおよび１１Ｂの凍結療法剤弁１８６
、マニホールド１９６、カテーテル弁１８８、解凍弁１９０、固定オリフィス１９１およ
び１９２、ならびにカテーテルインターフェース１９３等のマニホールドアセンブリを利
用し、カテーテルを通して送達される液体窒素を制御してもよい。示されるアセンブリで
は、凍結療法剤弁１８６が作動されると、液体窒素は、ランス１９４を通してタンクから
出て、凍結療法剤弁１８６を通して、固定オリフィス１９２が存在するマニホールド１９
６に進行し、冷たい膨張ガスおよび凍結療法剤がラインを出て、内部凍結療法剤回路を冷
却することを可能にする。この事前冷却中、マニホールドの下流のカテーテル弁１８８は
、閉鎖されたままである。データ取得ボードが、マニホールド本体上に位置する熱電対１
９５からデータを収集する。事前冷却機能では、システムソフトウェアは、熱電対１９５
からのデータを監視し、その温度が所望される設定点を上回ると、凍結療法剤弁１８６を
開放し、マニホールド１９６を冷却する。一実施形態によると、固定オリフィス１９１は
、カテーテルインターフェース１９３上に提供され、冷たい膨張ガスの通気が噴霧されな
がらラインから放出することを可能にする。
【００７９】
　図１１Ｂに表されるようなある実施形態によると、凍結療法剤弁１８６、マニホールド
１９２、カテーテル弁１８８、およびカテーテルインターフェース１９３はそれぞれ、温
度熱電対またはセンサ１９５ａおよびヒータ１９９を提供され、凍結療法剤流路を一定の
選択された温度に維持し、弁およびマニホールドアセンブリを通した連続的な凍結療法剤
の流動からもたらされる本システムの過冷却を防止する。種々の実施形態によると、ヒー
タはそれぞれ、弁、マニホールド、およびカテーテルインターフェースを同一温度または
異なる温度に維持するように制御されてもよい。
【００８０】
　解凍機能は、凍結療法剤スプレーの後、内視鏡からの除去の前にカテーテルを解凍する
ために有用である。図１１Ａおよび１１Ｂの実施例では、解凍回路が、ガス状窒素を、タ
ンクの上面からヒータ１８７および解凍弁１９０を通してカテーテル１２８に指向させる
。ソフトウェアスクリーン上の解凍ボタンが押されると、解凍回路は、規定された時間（
例えば、３０秒）にわたって起動されるが、ユーザの裁量においてより早く停止されるこ
とができる。低電圧（２４ＶＤＣ）ＤＣ解凍ヒータは、最小６Ｗの加温／解凍性能を送達
する。種々の実施形態では、温度センサは、カテーテル上のシステム内に含まれ、ある温
度および／または凍結療法剤投与量を維持するために、凍結療法剤源からの流動を調整す
る、コンソールに制御フィードバックを提供してもよい。
【００８１】
　図１２は、コンソールから患者治療部位に液体窒素（または他の凍結療法剤）を輸送す
るように設計される、例示的カテーテル１２０１を描写する。本実施形態によると、カテ
ーテル１２０１は、その近位端においてコンソールに取り付けるためのバヨネット１２０
２およびハブ１２０３と、流体流動のシールおよび隔離のために、熱収縮ラップによって
ラミネートされる（または浸漬プロセスを使用して塗布されるポリマー外被を伴うコーテ
ィング等の他の手段によって固着される）、捩れならびに破壊を最小限にするためのレー
ザカットハイポチューブ１２０５と、ユーザを冷気から保護するための隔離層１２０４と
、減少内径１２０６のノズル接続と、ＦＥＰまたはＰｅｂａｘ熱収縮ラップを伴う、第２
のより小さいＩＤレーザカットハイポチューブ１２０７と、カテーテル／ニードルヘッド
１２０８と、マーキングバンド１２０９と、閉鎖された遠位端１２１０とを含む。
【００８２】
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　図１５は、断熱材１５０４と、凍結療法剤源への取付のためのカテーテルアセンブリの
近位端におけるバヨネット１５０２を伴う、ハブ１５０３の例示的断面とを描写する。ハ
イポチューブ設計および構造は、付加的強度および可撓性を提供し、医師が、必要とされ
る場合、治療手技の間、カテーテルを後屈させることを可能にする。
【００８３】
　種々の実施形態におけるカテーテルパッケージは、再使用を防止し、使い捨て情報を追
跡するために、ユーザが使用に先立って走査するＲＦＩＤタグを含んでもよい。カテーテ
ルパッケージはまた、カテーテルに対して補強を提供し、使用中およびカテーテルを内視
鏡中に配置するときに捩れを防止することに役立つ導入器を含んでもよい。代替構造が、
ＲＦＩＤタグをバヨネットに隣接するコネクタ面積上に位置させる。バヨネットコネクタ
は、カテーテル上の熱電対をコンソールに接続する、熱電対接続を含んでもよい。
【００８４】
　種々の実施形態では、送達カテーテルは、相互に噛合される異なる内径のハイポチュー
ブから構築され、近位シャフトおよび遠位シャフトを作製し、遠位シャフトは、より小さ
い内径を含んでもよい。近位および遠位シャフトは、コネクタにおいて継合されてもよい
。近位シャフトは、その近位端においてコンソールに取り付けるためのバヨネットおよび
ハブを含んでもよい。遠位シャフトは、好ましくは、低減された内径を有し、気管支鏡等
の内視鏡の作業チャネルを通して嵌合することを可能にする。カテーテルの遠位先端は、
凍結療法剤スプレーを標的組織上に送達するように構成されるノズルを構成する、半径方
向スプレーパターン孔を含んでもよい。カテーテルの端部は、好ましくは、溶接されたス
テンレス鋼球体から作製される、丸形先端を有するように構成されてもよい。この丸形先
端は、体腔へのカテーテル挿入または操作中に組織への外傷を低減させることに役立ち得
る。熱電対は、カテーテルシャフトに沿って、好ましくは、カテーテルの遠位端またはそ
の近傍に含まれ、制御コンソールに温度フィードバックを提供し、例えば、凍結療法剤ス
プレー投与およびカテーテルの先端における温度をより良好に判定および制御してもよい
。ハイポチューブは全て、ポリマー熱収縮を用いてラミネートされてもよく、これは、カ
テーテルの内側を流動するように意図される液体から、シャフトをシールし、またはレー
ザカットパターン等のシャフトの一部をシールする。加えて、両方のハイポチューブは、
必要に応じて剛性を提供し、必要に応じて多くの可撓性を提供する、可変レーザカットパ
ターンを有し得る。これは、パターン自体の形状を変動させるだけではなく、螺旋状また
は繰り返し切断パターンの分離を変動させることによっても遂行される。
【００８５】
　本開示の範囲内の種々の実施形態では、送達カテーテルは、ステンレス鋼編組みによっ
て取り囲まれる、可撓性ポリイミドの３つの層から構築されてもよく、これは、順に、Ｐ
ｅｂａｘの外層を用いてコーティングされる。ステンレス鋼編組みにわたるＰｅｂａｘの
その押出は、Ｐｅｂａｘが鋼編組みのピッチを通して浸透し、カテーテルの後屈中に捩れ
、破壊、または層剥離を防止することに役立つことを可能にし得る。Ｐｅｂａｘはまた、
カテーテルの平滑な摺動および一般的な堅牢性に対して重要な硬さと、ユーザが内視鏡内
のカテーテルの移動を感じることを可能にするある程度の粘着性に対して重要な軟性との
間の望ましい平衡も提供する。ステンレス鋼編組みのピッチは、要求される強度をもたら
すために十分に微細であるが、依然としてＰｅｂａｘが浸透することを可能にするように
構成される。カテーテルの遠位端は、Ｐｅｂａｘのみから構成される、先端の丸い形状の
非外傷性先端を提供され得る。この構造は、カテーテルの捩れ、破壊、または層剥離を伴
わずにカテーテルの後屈を可能にする。本開示の目的に関して、後屈は、カテーテルが０
．３７５インチまたはそれを上回る曲率半径を中心として約２１０°屈曲する、または向
きを変える能力を指すために使用される。
【００８６】
　非常に薄い金属の層をカテーテルシャフトに追加するか、または、例えば、ハイポチュ
ーブを使用するか、もしくは編組み金属を追加することにより、シャフトにおける熱伝達
係数を増加させることによって、カテーテルは、非常に短いサイクル時間内に本デバイス
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の先端に最適な凍結療法剤送達を提供するように構築されてもよい。
【００８７】
　図１３は、カテーテルシャフト１２０５の近位端の構築のために使用され得るハイポチ
ューブ１３１９を伴う、凍結外科手術システムのための例示的カテーテルシャフトを描写
する。種々の実施形態では、これは、約４５インチの長さを有してもよいが、１０インチ
～１００インチの長さに変動することができる。管１３１９の内径は、約０．１０４イン
チ（３．５６ｍｍ）であってもよいが、０．０３１インチ～０．１９７インチ（０．８ｍ
ｍ～５ｍｍ）、好ましくは、０．０３９インチ～０．１５７インチ（１ｍｍ～４ｍｍ）で
変動することができる。ハイポチューブ１３１９は、示されるように、螺旋状にレーザカ
ットされてもよいが、他の可変切断も、管の長さに沿って所望の可撓性／剛性を提供する
ために存在してもよい。
【００８８】
　図１４は、より大きい直径のハイポチューブシャフト１４１９からより小さい直径のレ
ーザカットハイポチューブシャフト１４０８までの遷移１４２５を伴う、凍結外科手術シ
ステムのための例示的カテーテルシャフトを描写する。遷移は、より小さい直径が、例え
ば、内視鏡またはトロカールの作業チャネルの中に挿入され得るように構成されてもよい
。加えて、大きい直径から小さい直径への遷移は、二相流動ガスおよび液体が、カテーテ
ルシャフトの経路に沿って相互作用するための混合点として作用し、ガスが、二相流動が
シャフトを辿って進行するにつれて、再び、液体の速度を達成することを可能にしてもよ
い。これは、「ノズル」遷移として当業者によって理解される。
【００８９】
　所望の治療用途およびパラメータに好適な凍結療法剤の制御は、本開示に従って、例え
ば、ある長さの、直径サイズ、および遷移数のシャフトを調整することによって生成され
た「ノズル」流動を通して達成され得る。遷移は、２つのハイポチューブ間、２つのポリ
マーシャフト間、またはコイルとハイポチューブとの間、もしくはコイルとポリマーシャ
フトとの間に生じてもよい。
【００９０】
　図１６は、遠位先端の中に構築されたＳ字湾曲センタリング特徴を伴う、凍結外科手術
システムのための例示的カテーテルシャフトを描写する。図１６は、屈曲部１６０２と、
内視鏡作業チャネルオフセットに対してカテーテルを視覚的に整合させるために使用され
る特徴である、整合ライン１６０４とを示す。
【００９１】
　図１７は、内視鏡可視化システムを通して見られるような代替実施形態のＳ字湾曲１７
０２を伴う、凍結外科手術システムのための例示的カテーテルシャフトを描写する。使用
方法は、カテーテル区分１７０６をマーキングバンド間に位置決めし、次いで、軸方向線
１７０４が視覚線内で可視および水平になるまでカテーテルを軸方向に回転させることに
よって、治療されるべき面積を標的とすることである。この時点で、カテーテル先端は、
内視鏡の中心線と相対的にセンタリングされる。この軸方向線は、典型的には、パッド印
刷またはレーザマーキングプロセスを介して生成される。
【００９２】
　本開示のカテーテルシャフトの他の実施形態は、Ｓ字湾曲特徴を必ずしも含む必要はな
い。代わりに、シャフトは、鈍的先端幾何学形状と、円形非外傷性先端の周囲に配列され
る１つまたはそれを上回る半径方向開口とを伴う、半径方向スプレーヘッドを含み得る。
【００９３】
　本開示による、視野確保のための凍結療法剤スプレーカテーテルを伴う可視化システム
を使用する例示的方法は、キャップを内視鏡に取り付けるステップ、およびカテーテルを
内視鏡内に挿入するステップを含む。本方法は、パージ用流体を内視鏡のレンズに供給す
るステップを含んでもよい。本方法は、凍結療法剤スプレーをカテーテルに供給するステ
ップを含んでもよい。本方法は、レンズ上の結露を回避するために湿気をパージするステ
ップ、残骸および体液を視野から離れるように掃出するステップ、および／または飛散を
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視野から偏向するステップを含んでもよい。
【００９４】
　図１８Ａは、患者の気管４４または主気管支４５等の気管支に位置付けられ得る気管支
鏡４０を伴う、凍結外科手術システムのための例示的カテーテルシャフトを描写する。カ
テーテル４８は、内視鏡４０の作業チャネル管腔４６内に置かれ、内視鏡の遠位先端にお
いて作業チャネルから出る。凍結療法剤送達装置４２は、遠位端４２における半径方向ス
プレー凍結療法剤送達カテーテルと、１つまたはそれを上回る孔４７とを備える。患者へ
の凍結療法剤送達装置の挿入後、凍結療法剤が、凍結療法剤源から凍結療法剤送達カテー
テル４８に提供される。内視鏡を取り囲むガス出口管４３が、患者の治療面積から凍結療
法剤ガスを排出するための付加的な手段４９を提供するために利用されてもよい。受動的
管腔出口５０もまた、手技中の適切な放出を確実にするために、気道の管理を介して存在
する。図１８Ｂは、真っ直ぐな先端のカテーテル４２が使用され、ガス出口管を伴わない
、代替実施形態の接近図を示す。
【００９５】
　語句「および／または」は、本明細書で使用されるように、そのように結合される要素
、すなわち、いくつかの場合では、結合して存在し、他の場合では、離散的に存在する要
素の「一方または両方」を意味するものと理解されるべきである。そうではないことが明
確に示されない限り、具体的に識別されたそれらの要素と関連するかどうかにかかわらず
、「および／または」節によって具体的に識別される要素以外にも、他の要素が、随意に
、存在してもよい。したがって、非限定的実施例として、「Ａおよび／またはＢ」という
言及は、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ（備える）」等の非制限言語と併用されるとき、一実施
形態では、Ｂを伴わないＡ（随意に、Ｂ以外の要素を含む）、別の実施形態では、Ａを伴
わないＢ（随意に、Ａ以外の要素を含む）、さらに別の実施形態では、ＡおよびＢの両方
（随意に、他の要素を含む）等を指すことができる。
【００９６】
　用語「ｃｏｎｓｉｓｔｓ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ（本質的に～から成る）」は
、本明細書に別様に定義されない限り、機能に寄与する他の材料を除外することを意味す
る。それにもかかわらず、そのような他の材料は、集合的または個別に、微量に存在して
もよい。
【００９７】
　本明細書で使用されるように、「実質的に」または「約」という用語は、（例えば、重
量比または体積比で）±１０％、いくつかの実施形態では、±５％を意味する。本明細書
の全体を通して「一実施例」、「ある実施例」、「一実施形態」、または「ある実施形態
」という言及は、実施例と関連して説明される特定の特徴、構造、または特性が、本技術
の少なくとも１つの実施例に含まれることを意味する。したがって、本明細書の全体を通
した種々の場所での「一実施例では」、「ある実施例では」、「一実施形態」、または「
ある実施形態」という語句の発生は、必ずしも、全て同の一実施例を指しているわけでは
ない。さらに、特定の特徴、構造、ルーチン、ステップ、または特性は、本技術の１つま
たはそれを上回る実施例において、任意の好適な様式で組み合わせられてもよい。本明細
書で提供される見出しは、便宜上のためにすぎず、請求された技術の範囲または意味を限
定もしくは解釈することを意図しない。
【００９８】
　本発明のある実施形態が、上記に説明された。しかしながら、本発明は、それらの実施
形態に限定されず、むしろ、その意図は、本明細書に明示的に説明されたものへの追加お
よび修正もまた、本開示の範囲内に含まれることであることに明示的に留意されたい。例
えば、本図は、例示的寸法を含み得る、当業者は、これらの寸法が例証目的のために提供
され、他の寸法が用途に応じて使用されてもよいことを認識する。
【００９９】
　さらに、本明細書に説明される種々の実施形態の特徴は、相互に排他的ではなく、その
ような組み合わせおよび順列が、本明細書に明言されていない場合でも、本発明の精神お
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よび範囲から逸脱することなく、種々の組み合わせおよび順列において存在し得ることを
理解されたい。実際、本明細書に説明されたものの変形例、修正、および他の実装は、本
発明の精神ならびに範囲から逸脱することなく、当業者に想起され得る。したがって、本
発明は、前述する例証的説明によってのみ定義されるものではない。
【０１００】
特許請求の範囲

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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摘要(译)

本公开涉及一种用于固定医疗装置的视野的系统，例如与内窥镜一起使
用的冷冻疗法喷射装置，该系统可包括安装在柔性内窥镜的端部处的护
罩或帽形式的远侧附件。 。沿着内窥镜的长度设置清洗流体供应机构，
以提供用于与诸如气体的清洗流体连通的通道。盖或护罩组件包括透镜
清洁流场调节机构，例如设计用于引导清洗流体穿过内窥镜的透镜的喷
嘴。引向镜头的气体可以清除水分，避免镜头上出现凝结，并清除体液
等。导向器使气体远离镜头，使得流入的颗粒和液滴（例如飞溅）不会
影响镜头盖。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ed46f984-085f-4b66-9a97-e99f07ddfdc4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/058672781/publication/JP2019516446A?q=JP2019516446A

